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参

河

記

上
中
下
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抑

源

朝

臣

前

大

相

国

家

康

公

と

申

奉

る

ハ

三

州

岡

崎

の

城

主

徳

川

清

康

の

御

孫

、

廣

忠

の

御

子

也

、

御

稚

名

竹

千

代

君

と

申

奉

る

或

書
ニ

曰

竹

千

代

君

の

御

先

祖

新

田

の

一

族

也

、

刕

田

三

郎

満

義

の

長

男

義

秋

建

武

の

乱

の

後

に

流

浪

と

な

り

給

ひ

て

よ

り

西

三

河

酒

井

の

郷

、

其

後

松

平

の

郷

に

年

久

し

く

忍

ひ

て

住

給

ふ

、

義

秋

か

ひ

〳
〵

敷

お

は

し

て

年

々

月

々

に

大

地

を

開

キ

人

民

を

な

つ

け

大

相

国

と

九

代

の

内

三

州

居

住

を

な

し

今

大

相

国

公

天

下
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を

安

ㇼ

治

給

ふ

也

、

其

九

代

は

義

秋

後

親

氏

と

改

泰

親

信

光

親

忠

長

親

信

忠

清

康

廣

忠

家

康

公

也

御

母

ハ

苅 （刈
屋 谷）

の

城

主

水

野

右

衛

門

太

夫

忠

政

の

娘

同

下

野

守

信

光

の

為

に

ハ

妹

の

御

子

也

或

書

曰

、
実

ハ

江

州

三

福

寺

青

木

氏

の

女

の

腹

也

、
水

野

氏

ハ

養

母

也

ト

云

天

文

十

一

（

一

五

四

二

年

）

壬

寅

十

二

月

廿

六

日

に

誕

生

し

給

ふ

と

云

々

天

文

十

二

年
癸

卯

竹

千

代

君

二

歳

の

御

時

、

母

堂

を

廣

忠

公

離

別
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し

給

ふ

、

苅

屋

へ

お

く

り

て

後

、

田

原

の

城

主

戸

田

弾

正

少

弼

聟

に

成

セ

給

ふ

也

、

其

頃

尾

州

よ

り

織

田

弾

正

忠

西

三

河

へ

発

向

し

て

岡

崎

に

向

て

諸

所

に

捕

出

を

か

ま

へ

取

詰

け

る

程

に

岡

崎

一

城

に

成

、

是

に

依

て

廣

忠

よ

り

駿

河

今

川

殿

へ

加

勢

を

こ

わ

セ

給

へ

ハ

加

勢

の

事

ハ

安
キ

儀

也

、

乍

去

人

質

を

給

ハ

り

御

得

と

有

け

れ

ハ

さ

ら

は

と

て

同
六

（
十

脱
）

年
丁

未

竹

千

代

君

六

歳

の

御

時

、

駿

河

へ

御

下

向

に

極
り
西
の
郡
に
て
舩
に
め
し
、
田
原
へ
あ
か
セ
た
ま
ハ
駿
河
へ
御
返
ㇼ

の

所

を

廣

忠

の

舅

戸

田

弾

正

少

弼

竹

千

代

君

の

御

為

に

ハ

ま

ゝ

祖

父

の

け

な

る

子

細

か

有

け

ん

、

竹

千

代

君

を

奪

取

て

尾

州

の
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織

田

弾

正

方

へ

永

楽

十

貫

に

奉

売

故

に

贄

囚

名

護

屋

に

て

三

年

を

送

ら

セ

給

ふ

、

今

川

殿

仰

け

る

ハ

廣

忠

よ

り

人

質

き

た

れ

共

脇

よ

り

奪

取

事

ハ

是

非

な

し

、

其

上

廣

忠

織

田

と

一

味

に

て

な

き

事

な

き

ハ

尤

加

勢

有

へ

し

と

て

数

百

加

勢

仕

給

ふ

に

付

廣

忠

毎

度

敵

国

と

戦

ひ

給

ふ

と

な

り

同

十

八

年

巳

丙

竹

千

代

君

八

歳

に

成

セ

給

ふ

時

、

三

月

六

日

御

父

廣

忠

病

死

給

ふ

也

去

程

に

上

州

祥

の

城

を

ハ

尾

州

織

田

弾

正

信

秀

切

り

捕

て

彼

城

に

ハ

嫡

子

織

田

三

郎

五

郎

信

廣

を
後
号
大
隅
守

信
長
公
舎
た
ん

置

給

ふ

所

に

今

川

殿

よ

り

駿

河

遠

江

三

河

三

ヶ

国

の

人

数

を

促

し

て

彼

城

へ

押

寄

給

ふ
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て

七

重

八

重

に

取

巻

責

け

る

程

に

父

信

秀

方

よ

り

あ

つ

か

い

を

入

ㇽ

時

、

竹

千

代

君

と

三

郎

五

郎

殿

ハ

人

質

か

へ

に

成

て

同

十

九

年
庚

戌

竹

千

代

君

九

歳

の

御

時

よ

り

駿

河

へ

御

下

向

有

し

少

将

宮

町

天

野

三

郎

・

上

田

慶

宗

所

に

御

座

ま

し

十

九

歳

ま

て

う

き

苦

労

を

被

成

け
る
、
其
時
岡
崎
の
城
代
に
ハ
石
川
右
近
・
阿
部
大
蔵
大
夫
両
人
惣
奉
行
ハ

鳥

井

伊

賀

守

・

松

平

次

郎

右

衛

門

両

人

の

御

死

去

わ

後

ハ

駿

河

よ

り

番

手

の

衆

を

入

置

て

本

主

の

竹

千

代

君

へ

ハ

纔

に

御

扶

持

方

計

り

あ

て

か

い

三

州

の

所

務

と

て

ハ

少

も

不

渡

今

川

家

へ

押

領

仕

給

ふ

、

故

御

台

所

つ

ゝ

か

す

就

中

竹

千

代

君

御

衣

服

を

も

召



7
参河記

替

さ

セ

給

ふ

へ

き

や

う

も

な

し

、

中

々

諸

事

御

不

自

由

な

る

次

第

也

、

去

共

御

譜

代

の

宿

老

鳥

居

伊

賀

守

ハ

其

身

有

徳

に

有

け

れ

ハ

御

衣

并

厨

料

等

皆

々

此

伊

賀

守

調

進

し

て

御

忠

節

他

に

こ

と

な

り

、

急

而

岡

崎

の

若

奉

行

の

事

な

れ

ハ

今

川

家

へ

忍

ひ

て

岡

崎

の

御

蔵

へ

兵

糧

数

多

セ

詰

置

て

其

後

岡

崎

へ

御

馬

を

寄

セ

給

ひ

し

時

若

の

御

手

を

引

て

見

セ

奉

某

老

駿

の

役

に

か

や

う

に

仕

置

申

な

り

侍

数

多

扶

持

さ

セ

給

う

ふ

て

方

々

切

捕

御

手

を

ひ

ろ

け

御

名

を

あ

け

さ

セ

給

ふ

へ

し

某

既

ニ

八

旬

に

餘

ㇼ

露

命

た

も

ち

一

度

若

の
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此

城

の

主

共

な

ら

セ

給

ハ

ん

を

見

奉

ら

ん

事

生

前

の

大

慶

成

ㇽ

へ

し

と

老

眼

よ

り

涙

を

な

か

し

て

申

上

け

れ

ハ

若

も

御

涙

を

う

か

へ

さ

セ

給

ふ

て

有

か

た

し

、

各

御

譜

代

衆

岡

崎

に

残

居

て

手

作

を

し

其

身

妻

子

を

養

十

余

年

の

春

秋

を

送

り

け

る

こ

そ

久

し

け

れ

其

間

に

竹

千

代

君

御

元

服

有

義

元

ゟ

元

と

云

字

を

請

さ

セ

給

ひ

御

名

松

平

次

郎

三

郎

蔵

人

元

康

と

申

奉

る

、

永 （一
禄
五

五

元 八年
年 ）

戌

午

元

康

十

七

の

御

年

大

高

の

城

江

兵

糧

入

を

請

と

ら

セ

た

ま

ひ

夫

ゟ

岡

崎

へ

う

ち

入

セ

給

ひ

し

ば

ら

く

有

て

駿

河

へ

か

へ

ら

セ

給

ふ

也
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此

時

岡

崎
ニ

て

小

セ

り

合

共

有

り

、
寺

辺
・
梅

ヶ

壺
・
廣

瀬
・
衣

の

城

等

也

元

康

の

御

働

を

見

奉

り

御

譜

代

衆

悦

事

不

斜

と

云

也

同

三

年

庚

甲

元

康

十

九

の

御

年

今

川

殿

尾

州

へ

発

向

し

給

ふ

信

長

大

高

の

城

に

向

て

取

出

を

か

か

へ

佐

久

間

大

学

守

り

て

持

居

け

る

を

元

康

に

打

崩

し

給

へ

と

有

り

け

れ

ハ

早

速

取

詰

佐

久

間

を

討

捕

給

ひ

け

る

右

よ

り

大

高

の

城

主

鵜

殿

長

門

を

入

置

た

る

ハ

永

々

在

番

成

に

よ

り

元

康

を

替

に

入

置

給

ふ

、

鳴

海

・

く

つ

か
け
・
大
高
の
城
へ
も
兵
糧
入
さ
セ
、
明
日
清
洲
へ
打
入
ら
ん
と
五
月
十

五

日

桶

狭

間

山

の

ふ

も

と

に

て

兵

糧

つ

か

わ

セ

給

ふ

、

惣

勢

も

思

ひ
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〳
〵
に

五

十

騎

百

騎

所

々

に

打

よ

り

〳
〵
腰

飯

を

つ

か

い

た

る

処

に

俄

に

大

風

大

雨

順

降

し

て

前

後

も

見

へ

さ

る

折

節

に

信

長

千

余

騎

ニ

て

打

寄

せ

切

く

ふ

懸

り

給

へ

ハ

義

元

備

を

直

さ

ん

と

仕

給

ふ

に

人

数

散

々

に

成

て

敗

軍

す

る

議

元

腹

を

き

ら

ぬ

と

仕

給

ふ

を

森

新

介

と

名

乗

り

走

り

懸 かゝ

り

義

元

を

打

奉

り

首

を

と

り

大

将

う

た

れ

た

ま

へ

ハ

諸

軍

敗

北

た

り

、

急

而

元

康

は

大

高

の

城

番

手

の

事

な

れ

ハ

宿

走

ら

れ

各

打

寄

諌

申

ハ

義

元

打

れ

給

ふ

よ

し

其

ゆ

へ

あ

る

な

れ

ハ

此

城

を
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引

取

可

然

と

申

上

け

れ

ハ

元

康

曰

フ

ハ

縦

義

元

討

れ

給

ふ

事

必

定

也

と

言

共

其

儀

何

れ

よ

り

な

り

共

味

方

の

内

に

た

る

惶

成

告

な

し

さ

も

な

き

に

お

ゐ

て

時

を

作

り

城

を

明

引

退

も

し

義

元

討

死

い

つ

わ

り

た ヒ

な

ら

ハ

義

元

へ

面

を

む

け

ん

や

う

も

な

し

、

世

の

嘲

後

代

の

悪

名

か

は

ね

の

上

恥

辱

成

へ

し

、

惶

成

一

左

右

あ

く

ね

間

ハ

全

く

立

退

間

敷

と

の

た

ま

い

て

浅

井

六

之

助

と

申

者

を

信

長

の

陳

へ

物

見

に

越

給

ふ

処

に

又

信

長

の

御

内

に

梶

川

平

七

と

申

者

元

康

に

志
コ
ヽ
ロ

し

ふ

か

き

も

の

有

し

か

彼

者

の

か

た

よ

り

信

長

大

高

の

城

へ

人

数

を

指

向

給

ハ

ん

と

評

諚
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有
ル

中

伺

進

の

為

に

し

の

ひ

て

飛

札

越

け

る

所

に

み

ち

に

て

浅

井

行

逢

た

り

何

も

の

そ

と

き

ひ

し

く

責

け

れ

は

し

か

〳
〵
の

使

の

よ

し

申

に

依

て

其

状

を

披

見

し

て

其

者

を

ハ

夫

ゟ

通

し

六

之

助

ハ

と

つ

て

帰

り

此

由

を

申

上

け

れ

ハ

各

家

老

衆

打

寄

て

其

儀

な

ら

ハ

早
く
宵
の
内
に
御
引
取
か
然
と
申
上
る
、
元
康
公
の
給
ふ
ハ
宵
の
間
ハ

闇

に

て

行

き

き

く

ら

く

前

後

そ

ろ

い

か

た

し

、

今

少

彼

月

出

て

よ

り

引

退

へ

し

、

若

其

内

に

敵

寄

セ

来

ら

ハ

此

城

を

枕

と

し

て

打

果

す

へ

し

と

て

少

も

さ

わ

き

給

ハ

す

各

是

非

と

諌

申

け

れ

共

御

用

ひ

な

く

終

に

月

出

よ

り

引

取

セ

給

ふ

な

り

、

俄

に

能

静

ま

ら

セ



13
参河記

給
ふ
、
大
将
か
な
と
後
に
お
も
い
語
り
兎
か
く
て
雑
兵
千
余
計
に
て
前

後

こ

ゝ

ろ

も

ひ

と

つ

に

し

て

落

行

ㇰ

処

に

落

勢

留

よ

と

て

苅

屋

ゟ

三

百

人

計

押

出
シ

待

居

け

る

処

へ

希

な

る

勢

は

や

と

て

き

り

行

掛

る

是

ハ

味

方

と

た

か

い

に

矢

を

は

け

鉄

砲

の

火

縄

を

は

さ

み

用

心

す

る

処

に

苅

屋

衆

に

上

田

平

云

と

言

者

真

先

に

通

ㇼ

来

ㇼ

浅

井

六

之

助

出

あ

ひ

て

元

康

に

て

渡

ら

セ

給

は

し

相

違

な

く

通

し

申

さ

ん

と

て

今

道

ま

て

お

く

り

奉

れ

は

無

恙

大

樹

寺

へ

引

入

セ

給

ふ

、

去

程
ニ

駿

河

ゟ

の

番

手

の

衆

岡

崎

の

城

を

捨

て

引

退

故

に

明

城

と

な

り

け

れ

は

同

五

月

三

日

大

樹

寺

ゟ

岡

崎

の

城

へ

移

給

ふ

、

各

御

譜

代

の
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老

若

不

残

馳

集

て

悦

事

限

な

し

、

其

ゟ

元

康

を

改

徳

川

三

河

守

家

康

と

申

奉

る

、

同

四

年

辛

丙

家

康

公

廿

歳

の

御

歳

三

州

の

内

廣
瀬
・
梅
ヶ
壺
・
小
川
・
石
ゕ
瀬
寺
の
辺
苅
屋
十
八
町
・
長
沢
・
戸
屋
・
金
谷
ニ
而

取
合
責
戦
ひ
御
苦
労
有
也
、
両
吉
郎
の
屋
形
を
も
し
た
か
へ
さ
セ
給
ィ

西

尾

東

條

治

る

忠

か

た

の

原

ハ

小

笠

原

新

九

郎

味

方

申

て

是

ハ

御

手

に
入
也
、
其
の
後
信
長
と
和
解
有
て
其
上
に
信
長
公
の
御
息
女
を
家
康
公

の

御

惣

領

竹

千

代

君

と

御

縁

辺

也

、

御

契

約

に

て

楽

に

御

加

勢

有

之

也
、
信
長
公
の
凡
天
下
を
誠
給
ふ
事
ハ
辰
ゟ
午
の
年
十
五
年
の
間
也
、
同

六

年
癸

亥

家

康

公

廿

二

の

御

時

三

州

に

一

向

宗

一

揆

か

起

、

是

ハ

野

寺
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の
内
に
い
た
つ
ら
者
有
し
を
酒
井
雅
楽
頭
寺
中
へ
押
込
せ
ん
さ
く
を
と
く
る
に

依
て
也
、
其
時
味
方
申
た
る
衆
ハ
上
野
城
主
酒
井
将
監
御
一
門
に
は
桜
井

城
主
松
平
監
物
家
継
其
外
佐
崎
寺
の
御
坊
八
丁
寺
の
内
就
間
・
針
崎
の

寺
門
氏
寺
の
旦
那
共
御
近
習
外
控
の
者
共
と
も
其
宵
と
ハ
相
勤
居
け
る

か
明
ㇽ
卯
ノ
刻
ニ

ハ
一
里
半
余
の
所
な
れ
は
や
す
〳
〵
と
た
ち
退
て
思
ひ
〳
〵
に

彼
寺
中
へ
馳
集
ㇽ
去
程
に
岡
崎
ゟ
一
里
南
に
上
和
田
と
言
村
有
、
こ
の
所
に

大
久
保
五
郎
右
衛
門
城
有
、
彼
一
族
三
十
六
人
然
寄
て
戦
ひ
有
た
り
、
上
和
田
ゟ

渡
詻
針
崎
へ
ハ
わ
つ
か
廿
四
五
町
の
間
也
、
針
崎
の
寺
内
よ
り
花
房
蜂
屋
大
将
ニ
而

七
八
百
人
に
て
岡
崎
へ
働
所
を
上
和
田
ニ
而

押
へ
日
々
小
せ
り
合
戦
ひ
終
ㇽ
間
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も
な
く
就
中
子
ノ
正
月
十
一
日
ニ

ハ
は
け
し
き
取
合
有
り
て
上
和
田
の
□

戸
口
ま
て
て
き
押
詰
て
大
久
保
五
郎
右
衛
門
・
同
七
郎
右
衛
門
両
人
共
眼
を
射
ら
れ

其

外

数

毎

手

負

け

れ

と

も

一

族

共

相

集

一

人

も

の

か

す

し

て

防

き

戦

所
に
上
和
田
と
岡
崎
と
の
間
六
名
と
言
所
ゟ
大
屋
甚
内
・
筒
井
甚
六
を
先
と

し
て
拾
騎
計
諸
鐙
を
合
セ
て
馳
来
、
是
に
刀
を
持
て
城
戸
口
よ
り
追
返
ㇱ

針

崎

野

に

て

追

払

へ

ハ

ま

た

針

崎

ゟ

あ

ら

手

の

も

の

と

も

十

騎

計

出

向

ふ

処

に

家

康

公

馳

つ

か

セ

給

ふ

、

自

御

馬

の

上

に

鑓

を

提

さ

セ

給

ひ

て

御

馬

も

つ

ゝ

か

さ

る

処

に

宇

津

与

五

郎

馳

付

御

馬

の

口

に

付

返

い

り

返

込

ㇱ

御

下

知

し

給

ふ

所

に

蜂

屋

つ

ゐ

て

返

ㇼ

奉

ㇽ

城

ヒ
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を

御

目

を

見

出

し

大

希

声

に

て

い

か

り

セ

給

へ

ハ

御

譜

代

の

も

□
□

（
破
損
）

や

さ

し

さ

ハ

御

声

に ニ
を ヲ

と

ろ

き

恐

き

日

頃

ハ

一

騎

当

千

の

勇

□
（
破
損
）

な

れ

と

も

鑓
ヲ

引

弱

く

と

迎

る

、

爰

に

大

屋

長

吉

と

言

者

□
（
破
損
）

も

一

向

宗

に

て

有

け

れ

と

も

主

君

の

恩

に

か

え

何

そ

宗

門

に

同

□
（
破
損
）

セ

ん

や

と

て

御

味

方

申

此

時

鉄

砲
ニ

て

真

た

ゝ

中

を

打

ぬ

か

れ

た

り

浰

上

和

田

の

城

へ

か

き

入

け

れ

ハ

家

康

公

も

彼

城

へ

御

引

有

て

大

屋

か

手

を

御

取

御

手

の

上

に

置

せ

給

ひ

て

最

後

を

お

し

ま

セ

給

ふ

そ

有

か

た

き

大

屋

行

年

廿

三
ニ

て

死

ㇲ

、

家

康

公

岡

崎

の

城
江

帰
ㇼ
入
セ
給
ふ
て
御
鎧
を
ぬ
か
セ
給
へ
ハ
矢
の
破
数
多
有
け
れ
共
御
運
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の
つ
よ
き
大
将
の
め
さ
れ
た
る
御
物
具
た
め
し
な
れ
は
御
身
に
あ
た
ら
す

あ
や
う
か
り
し
事
共
也
、
其
日
半
時
計
た
ゝ
か
い
有
て
あ
い
引
に
退
也

味
方
も
大
屋
を
初
て
能
侍
四
人
打
死
ㇲ
、
大
将
御
手
を
出
つ
さ
セ
給
へ
ハ

敵

に

首

を

取

れ

す

敵

方

ニ

ハ

久

世

平

四

郎

を

初

と

し

て

十

余

人
う
た
れ
た
り
、
同
廿
五
日
の
夜
深
津
八
九
郎
責
た
虎
之
介
両
人
佐
崎
江

忍

ひ

入

寺

内

を

焼

払

ハ

ん

と

申

て

ひ

そ

か

に

出

け

る

所

に

御

方

之

内

に

敵

地

へ

内

返

す

る

も

の

有

也

、

太

田

一

族

か

へ

り

ふ

し

て

右

両

人

打
こ
ろ
す
、
家
康
公
ハ
二
人
の
者
思
ひ
入
ハ
乗
入
給
ハ
ん
と
思
召
人
数
を

分

、

夜

の

明

ㇽ

を

満

た

セ

給

へ

ハ

夜

明

て

敵

方

に

彼

両

人

の

首

を

差
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上
ヶ
て
□ ヨハ
り
け
れ
ハ
力
及
は
セ
給
ハ
す
引
入
セ
給
ふ
也
、
二
月
八
日
ニ

ハ
西
尾

の
城
へ
兵
糧
入
御
働
有
、
直
に
行
ハ
三
里
の
道
な
れ
共
桜
井
・
小
川
の

寺

八

丁

と

敵

地

な

れ

ハ

苅

鳥

の

水

野

下

野

守

殿

を

加

勢

に

御

た

の

み

有

て

二

千

計

の

人

数

に

て

西

の

野

へ

押

出

し

て

六

里

の

道

を

ま

ハ

か

て
入
セ
給
ハ
御
帰
り
に
ハ
御
働
有
之
也
、
三
月
八
日
ニ

ハ
八
丁
へ
御
馬
を
寄
セ

給

い

て

寺

中

押

込

大

将

と

か

セ

く

高

橋

小

太

夫

を

天

野

三

郎

兵

衛

討

取
、
小
野
下
総
守
手
へ
ハ
榎
津
塚
の
両
寺
中
ゟ
し
た
い
け
る
所
也
、
取
て
帰
ㇱ

半
里
か
間
を
追
討
ニ

て
大
将
鈴
木
弥
兵
衛
を
苅
屋
衆
上
田
平
云
か
討
取
ㇽ

其
外
五
六
十
人
討
取
た
り
、
か
く
て
後
語
に
吉
田
右
左
衛
門
と
言
者
有
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け

り

、

味

方

申

一

族

方

の

本

多

を

か

た

ら

い

調

儀

を

舟

合

て

石

川

の

一

族

を

渡

路

訃

入

一

時

に

焼

払

ふ

故

に

一

族

の

衆

皆

針

崎

の

寺

中

へ

悉
ㇰ
敗
北
し
て
降
参
す
る
、
此
あ
き
寺
門
の
落
坊
主
衆
を
ハ
国
を
追
払
ィ

給
ふ
、
故
に
お
も
ひ
〳
〵
に
他
国
し
て
け
り
、
凡
永
禄
六
癸
亥

十
一
月
此
一

族

発

り

明

ㇽ

年

甲

子

三

月

治

ㇽ

一

向

宗

憲

法

度

被

仰

付

小

寺

迄

追

放

有

の

諸

侍
ニ

ハ

起

債

を

か

ゝ

セ

給

い

て

赦

免

有

の

召

出

さ

る

ゝ

最

も

有

又

牢

人

す

る

も

有

り

、

け

う

に

早

速

静

る

事

ハ

伯

父
ニ

て

御
座
ㇲ
水
野
下
野
守
殿
御
加
勢
故
也
、
去
程
に
上
野
の
城
へ
ハ
取
出
を

さ
セ
給
い
て
水
野
三
左
衛
門
・
同
四
郎
右
衛
門
に
人
数
を
相
添
彼
城
を
取
巻
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城
ゟ
外
へ
ハ
一
人
も
出
さ
す
、
酒
井
将
監
ハ
蜜
に
城
よ
り
忍
ひ
出
駿
河
へ

落

行

と

云

々

同

九

年

丙

寅

家

康

公

叙

従

五

位

下

任

三

河

守

ㇳ

云

々

同

十

年
丁

卯

家

康

公

廿

六

東

三

河

へ

御

手

つ

か

い

有

て

西

の

敵

鵜

殿

長
門
を
討
取
子
共
二
人
生
捕
也
、
其
後
今
川
氏
真
ゟ
鵜
殿
か
子
共
二
人

と
家
康
公
の
御
嫡
男
駿
府
に
置
奉
る
竹
千
代
君
と
か
へ
合
と
の
給
ふ
、
故

人

質

替

に

成

て

取

替

さ

セ

給

ふ

也

、

岡

崎

の

城

に

御

座

ま

す

故

後

に
ハ
岡
崎
二
郎
三
郎
信
康
と
申
奉
る
、
御
母
方
ハ
今
川
家
関
口

形
（
刑
）

部
息

女
也
、
去
程
に
駿 スル
河
と
御
手
切
に
成
て
一
ノ
宮
に
取
手
を
か
ま
へ
給
ふ
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所

に

氏

真

駿

河

遠

江

両

国

の

人

数

を

引

率

〆

一

万

余

騎

に

て

発

向

有

て

牛

窪

に

陣

を

取

給

ひ

て

先

衆

一

ノ

宮

を

責

る

時

追

払

ひ

て

敵

陣

八

幡

と

佐

脇

と

の

間

花

野

か

原

へ

押

出

し

て

、

其

夜 ヨ

ハ

取

出

に

御
陣
を
取
給
ひ
、
翌
日
夲
の
道
を
お
し
て
返
ら
セ
給
へ
と
氏
真
出
給
ハ

さ
る
故
夫
ゟ
御
馬
入
の
其
後
八
幡
牛
窪
の
敵
と
佐
野
に
て
セ
り
合
有
て

追
崩
敵
数
多
討
捕
引
入
給
ふ
、
又
八
幡
へ
御
働
セ
り
合
有
し
八
幡
佐
脇
の

取
出
も
こ
ら
へ
す
し
て
明
ヶ
退
也
、
牛
窪
の
牧
野
新
九
郎
・
野
田
の
菅
沼

新
八
郎
も
味
方
申
セ
は
田
原
ハ
戸
田
吉
兵
衛
也
、
下
町
村
の
向
井
か
人
質
を

す

て

ゝ

味

方

申

故

に

則

御

手

に

入

ㇼ

吉

田

の

城

も

明

ヶ

渡

ㇲ

長

篠

菅
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沼

伊

豆

・

筑
（
作
）

手

奥

平

道

文

・

た （田
み 峯
ね ）

の

菅

沼

新

三

郎

も

降

参

申

也

其
後
下
地
御
働
有
也
、
駿
河
衆
と
セ
り
合
有
の
時
本
多
平
八
中
務
後
号

・
牧
野

惣
二
郎
等
鑓
を
合
に
蜂
谷
半
之
丞
討
死
す
る
、
其
年
東
三
河
不
残
治
ㇽ

也

、

其

後

甲

斐

の

信

玄

と

御

約

束

有

て

家

康

公
ニ

ハ

遠

州

を

川

切

に

取
セ
給
へ
し
、
信
玄
ハ
駿
州
の
里
取
申
と
宜
ひ
合
セ
ら
れ
両
所
へ
御
出

馬
也
、
去
程
に
家
康
公
ハ
井
谷
の
三
人
衆
菅
沼
二
郎
右
衛
門
・
近
藤
平
右
衛
門

石 後

見

守 号

御
案
内
申
て
遠
州
表
へ
打
出
給
へ
ハ
久
野
二
俣
も
御
手
に
つ
く
ひ

ら

塚

の

小

笠

原

と

い

う

も

御

方
ニ

参

、

此

時

見

付

国

府
ニ

て

甲

州

家

の

侍

大

将

秋

山

伯

耆

守

を

押

払

わ

セ

給

ふ

、

急
而

大

井

川

切

と

定

候

処

に
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狼
藉
の
出
張
と
云
々
、
去
程
ニ

同
十
一
月
ニ

ハ
遠
州
も
大
か
た
し
た
か
い
さ
セ

給

ふ

、

同

十

二

年
巳

巳

家

康

公

廿

八

の

時

今

川

氏

真

ハ

駿

州

を

信

玄
ニ

取

れ

朝

比

奈

備

中

守

か

懸
（
掛
）

川

の

城

へ

籠

給

ふ

処

に

家

康

公

押

寄

給

ひ

て
大
玉
山
の
か
ま
え
を
取
入
り
は
け
し
き
戦
ひ
有
て
氏
真
一
騎
当
千
と
頼

ま
れ
た
る
伊
藤
武
兵
衛
大
膳
な
と
ゝ
言
も
の
と
も
を
討
捕
也
、
其
後
あ
つ
か
い
ニ

成
て
氏
真
ハ
北
條
氏
康
の
聟
な
れ
は
小
田
原
へ
退
給
ふ
也
、
同
三
月
堀
川

に
不
意
に
一
族
起
と
言
共
押
て
乗
崩
給
ふ
也
、
御
馬
入
也

其

わ

後

遠

州

濱
（
浜
）

松

を

御

居

住

と

宗
（
定
）

め

取

立

さ

セ

給

ふ

也

、

元

亀

元

年
午

公

廿

九

の

御

時

二

月

金

ヶ

崎

御

勢

有

て

其

後

越

前

衆

北

通

口

へ
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出

張

す

る

故

信

長 ナカ
公

馳

向

は

セ

給

ふ

時

大

切

の

御

一

戦

と

有

て

自

公

五
千
余
騎
に
て
御
加
勢
也
、
六
月
廿
八
日
姉
川
に
お
ゐ
て
合
戦
有
、
信
長
公

の

先

陣

戦

利

な

ふ

し

て

浅

井

に

つ

き

立

ら

れ

敗

軍

す

る

所

に

公

そ
な
へ
を
も
た
さ
す
五
千
余
騎
を
前
後
に
立
、
無
二
無
三
に
つ
き
入
給
へ
ハ

朝
倉
加
勢
し
は
し
さ
ゝ
へ
た
ゝ
か
ひ
け
る
か
終
に
こ
ら
へ
す
し
て
恙
敗

軍
す
る
木
の
本
ま
て
追
討
千
五
百
余
人
の
首
を
と
ら
セ
給
へ
ハ
信
長
公

大

き

に

勝

利

を

得

給

ふ

て

今

度

江

北

出

陣

に

お

ゐ

て

抜

卒

の

玉

切

城

に

十

高

祖

百

張

良

勢

切

登

言

共

同

日

に

一

百

語

当

家

の

網

紀

武

門
の
棟
梁
た
る
へ
し
と
有
、
御
感
書
を
送
ら
セ
給
ふ
也
、
同
十
一
月
越
前
衆
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出
張
し
て
比
叡
山
に
陳
を
取
、
信
長
公
ハ
志
賀
の
方
に
陣
取
給
ふ
、
此
時
ハ

酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
・
石
川
日
向
守
家
成
両
大
将
と
し
て
三
千
余
騎
信
長
江

御

加

勢

也

同
二
年
辛
未

公
丗
の
御
歳
、
信
長
公
上
落
の
時
御
加
勢
の
為
松
平
勘
四
郎

信

一
伊 後

豆

守 号

諸

家

中

ゟ

人

数

を

出

し

合

セ

附

さ

セ

給

ひ

つ

か

わ

さ

れ

た

り

、

此

時

箕

作

の

城

主

を

勘

四

郎

信

一

手
ニ

て

乗

取

也

、

去

程
ニ

信

玄

ハ

急

而

遠

州

を

ハ

天

龍

川

切

ㇼ

と

こ

そ

定

申

所

に

此

度

家

康

公

大

井

川

切

と

の

た

ま

ふ

事

心

得

す

と

て

東

三

河

発

向

し

て

足

助

の

城

取

懸

ヶ

責

給

ふ

、

故

に

鈴

木

氏

城

を

渡

し

て
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降
参
す
る
、
吉
田
・
二
連
木
迄
働
給
ふ
ニ

付
つ （作
く 手
て ）

・
た （田
み 峯
ね ）

・
長
篠
も

山

我

三

方

を

持

居

け

る

か

是

も

信

長

へ

し

た

か

い

け

る

家

康

公

五

千

余

騎
ニ

て

馳

向

ひ

給

ひ

て

吉

田

の

町

口
ニ

て

セ

り

合

有

て

各

鑓

を

合

す

る

也

、

其

よ

り

信

長

ハ

長

沢

・

牛

窪

・

設

楽

筋

へ

働

引

入

給

ふ

也

同

三

年

壬

申

家

康

公

丗

一

信

長

遠

州

へ

出

張

て

東

原

・

西

崎

を

取

、

味

方

の

衆

各

見

付

の

原

へ

打

出

け

る

所

に

甲

州

勢

急

に

押

懸

頻

に

し

た

か

い

付

て

引

取

事

難

成

に

及

ふ

処

に

本

多

平

八

郎

忠

勝

敵

味

方

の

中

へ

乗

入

身

命

を

か

へ

り

み

す

諸

軍

勢
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を

た

つ

さ

え

て

引

込

た

り

、

此

時

敵

方

に

て

家

康

に

過

た

る

も

の

か

二

ッ

有

か

う

（

唐

）

の

か
（

し 頭

ら
）

に

本

多

平

八

と

狂

歌

を

よ

む

也

去

程
ニ

信

玄

ハ

二

俣

の

城

へ

押

寄

て

水

の

手

を

と

む

也

、

城

代

青

木

又

四

郎

・

中

根

平

左

衛

門

不

叶

城

を

渡

し

て

引

退

也

、

其

よ

り

信

玄

ハ

濱

松

よ

り

北

大

菩

薩

を

さ

か

へ

て

押

返

し

見

給

ふ

処

に

家

康

公

後

備

に

足

軽

を

懸

ヶ

て

喰

留

ん

と

仕

給

ふ

に

よ

つ

て

信

玄

取

て

返

し

味

方

ヶ

原

に

お

ゐ

て

二

万

五

千

の

人

数

を

三

手

に

備

給

ふ

所

に

家

康

公

一

万

計

の

御

人

数

を

十

二

三

段

に

立

押

向

セ

給

へ

ハ

御

備

先

一

番

合

戦

本

多

平

八

郎

・

榊

原

小

平

太
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少
輔
政
康
ト

後

号

式

部

・
鳥
井
彦
右
衛
門
・
松
平
甚
太
郎
・
小
笠
原
与
八
郎
五
頭
を
以
テ

信

玄

の

旗

本

切

手

押

懸

り

け

れ

は

信

玄

さ

い

を

取

、

太

鼓

を

う

ち

静

に

押

向

ふ

、

家

康

公

も

再

拝

を

振

て

懸

入

給

へ

ハ

諸

卒

共

に

命

を

か

き

り

に

一

時

計

責

戦

ひ

一

人

当

千

の

者

共

大

か

い

討

死

す

る

こ

と

わ

り

な

る

哉

三

万

に

及

ふ

大

敵

に

儳

一

万

に

た

ら

さ

る

味

方

を

以
テ

入

替

勢

わ

な

し

、

終

に

戦

ひ

や

ふ

れ

悉

ㇰ

敗

軍

す

る

敵

ハ

勝

に

乗

て

追

か

く

る

落

行

味

方

を

の

は

さ

ん

と

鳥

井

彦

右

衛

門

ま

こ

め

た

て

と

つ

て

返

し

身

命

を

捨

て

防

戦

ふ

所

に

信

玄

の

旗

本

よ

り

放

つ

矢

に

く

ら

の

前

輪

の

内

よ

り

は

か

ま
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所

を

射

ら

れ

引

退

也

、

家

康

公

取

て

返

し

心

能

今

一

軍

し

て

討

は

た

す

へ

き

と

の

た

ま

ひ

御

馬

を

返

さ

セ

た

ま

ふ

処

に

夏

目

次
郎
右
衛
門
御
馬
の
口
に
取
付
て
大
将
ハ
命
た
も
ち
給
へ
ハ
世
に
出
る

た

め

し

古

今

其

所

々

多

し

、

異

国

本

朝

の

文

に

も

見

へ

た

り

と

申

て

御

馬

の

口

を

引

直

し

鑓

の

石

討

に

て

御

馬

を

打

け

れ

ハ

元

来

御

馬

ハ

逸

物

也

、

そ

の

ま

ゝ

か

け

出

浜

松

さ

し

て

の

か

セ

給

ふ

也

夫

よ

り

次

郎

右

衛

門

取

て

返

し

思

程

防

き

戦

討

死

ㇲ

、

寔

に

一

騎

当

千

の

勇

士

忠

義

の

兵

と

ハ

か

れ

ら

を

や

可

申

、

此

時

浜

松

の

城

内

さ

わ

き

立

て

静

ま

ら

す

、

い

か

ん

セ

ん

と

思

召

処

に

高

木
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九

助

退

く

ち

に

て

坊

主

首

を

取

て

切

先

に

つ

ら

ぬ

き

見

セ

奉

れ

は

神

妙

に

も

仕

け

り

、

其

首

を

城

内

持

廻

ㇼ

信

玄

を

討

た

る

よ

し

、

能

き

か

セ

よ

と

有

け

れ

は

畏

て

候

と

て

到

高

声

に

能

ま

は

る

城

内

悦

の

色

の

見

へ

て

静

り

け

る

良

持

は

か

り

事

ハ

か

く

こ

そ

有

へ

き

事

な

れ

と

皆

々

奉

感

、

其

後

遠

州

に

不

作

し

て

知

行

物

成

納

ま

ら

す

、

麦

・

ひ

え

を

上

食

と

す

味
方
討
死
ハ
鳥
井
四
郎
左
衛
門
尉
・
本
多
肥
後
・
榊
原
摂
津
・
松
平
弥
右
衛
門

等

始

と

し

て

凡

六

百

余

騎

討

死

す

る

、

信

長

ゟ

加

勢

の

平

手

も

打

死

す

る

、

浜

松

の

町

中

大

形

不

残

焼

け

れ

ハ

皆

城

へ

取

籠

ㇽ
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去

程

に

信

玄

ハ

味

方

ヶ

原

に

陣

取

て

首

と

も

実

検

し

て

備

た

り

扨

又

浜

松

の

城

ち

か

く

に

下

た （

れ
垂

）

と

言

町

有

、

此

町

と

味

方

ヶ

原

の

間

ハ

七

八

町

の

堤

有

、

西

ハ

ふ

け

、

東

ハ

次

田

也

、

彼

堤

町

の

間
ニ

敵

ふ

セ

き

の

城

戸

有

、

お

く

の

山

添

を

東

三

河

野

田

郷

へ

出

張

し

て

か

の

城

を

数

日

の

間

に

セ

め

落

し

城

代

菅

沼

新

八

郎

并

加

勢

の

松

平

与

市

忠

正

と

つ （
く 作手
て ）

の

松

平

・

長

篠

の

菅

沼

・

た （
み 田峯
ね ）

の

菅

沼

三

人

の

人

質

と

替

合

に

成

て

菅

沼

新

八

郎

・

松

平

与

市

も

引

取

也

、

か

く

て

信

玄

遠

州

に

依

て

夫

よ

り

引

入

給

ひ

、

其

後

発

向

し

て

ま

つ

濃

州

岩

村

の

城

を

セ

め

取

て

東

三

河

迄

出

張

し

て
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病

気

再

発

仕

け

れ

ハ

打

手

の

ほ

り

給

ふ

事

叶

す

、

甲

府

へ

引

取

給
ふ
と
て
根
羽
ゟ
煩
お
も
り
て
駒
場
と
い
ふ
処
に
て
四
月
十
二
日
ニ

行
年

五

十

三
ニ

て

病

死

也

其

年

天

正

元

癸

丙

六

月

家

康

公

丗

二

長

篠

の

城

へ

取

懸

ㇼ

責

さ

セ

給

へ

ハ

城

を

明

渡

し

退

に

依

て

是

を

請

取

ら

セ

普

請

等

被

仰

付

出

か

セ

給

ふ

所

に

翌

年

奥

平

奥

州

入

道

・

同

美

濃

守

父

子

人

質

を

捨

御

方

申

に

依

て

嫡

孫

九

八

郎

家

昌

美 後
濃 ニ
守 号

家

康

公

聟

に

な

さ

れ

て

奥

平

父

子
ニ

此

城

を

預

ヶ

置

せ

給

ふ

也

、

是

に

戊

ノ

年

ゟ

思

此

去

程

に

甲

州

武

田

孫

六

入

道
遥 号
軒 逍

・

穴

山

梅

雪

大

将
ニ

て

遠

州
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も

か

へ

発

向

し

て

所

々

放

火

し

て

焼

働

に

依

て

家

康

公

馳

向

と

の
給
本
多
平
八
郎
・
榊
原
小
平
太
・
本
多
作
右
衛
門
重
次
等
を
さ
し
向
追
払
数
多

討
取
セ
給
ふ
也
、
其
後
勝
頼
遠
州
表
へ
発
向
し
て
久
野
懸
川
へ
働
国
中
江

押
て
放
火
し
て
天
龍
川
の
上
の
瀬
を
越
、
浜
松
迄
働
、
ま
こ
め
の
川
を
渡

て
か
り
田
を
し
足
軽
を
か
け
て
ひ
き
上
真
田
か
原
に
陳
取
、
夫
ゟ
諏
訪
の

原
に
城
を
か
ま
へ
、
勝
頼
引
入
給
ふ
、
其
後
家
康
公
再

信
康
十
五
歳
の
御
時

初

陣

と

し

て

御

父

子

共

に

足

助

へ

御

働

有

て

其

比

足

助

布

施

ハ

甲

州
江

し

た

か

い

た

る

に

依

て

也

、

早

速

城

を

渡

し

退

也

、

同

二

年
申

戊

四

月

家
康
公
丗
三
乾
へ
御
働
有
し
て
引
取
ら
セ
給
ふ
、
時
田
の
大
久
保
村
に
て
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御

跡

備

へ

敵

し

た

ふ

に

依

て

味

方

の

若

き

衆

少

々

討

死

す

る

也

、

同

年

勝

頼

高

天

神

の

城

へ

取

懸

責

給

ふ

、

故

に

信

長

公

も

家

康

公

の

御

加

勢

の

為

五

千

余

騎

を

引

卒

し

て

御

出

馬

有

て

遠

州

塩

見

坂

に

つ

か

セ

給

所

に

城

代

小

笠

原

与

八

郎

降

参

し

て

城

を

渡

し

勝

頼

の

手

に

属

す

る

依
テ

信

長

公

其

ゟ

引

返

し

給

ふ

也

、

信

長

公

御

憤

源

し

て

甲
州
亡
て
以
後
小
笠
原
与
八
郎
小
田
原
へ
追
け
る
を
氏
真
再
三
ノ
御
取
望

有
て
終
に
与
八
郎
を
小
田
原
に
て
切
腹
さ
セ
首
を
家
康
公
へ
送
り
給
ふ
也

同

三

年
乙

亥

家

康

公

丗

四

の

御

歳

に

御

譜

代

久

藤

中

間

に

大

岡

弥

四

郎

と

言

も

の

有

、

奥

郡

代

官

を

さ

セ

置

給

ふ

処

に

富

貴

に

し

て

栄

尤
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の

あ

ま

り

逆

心

を

全
テ

爰

か

し

こ

の

悪

党

を

か

り

集

て

先

足

助

の

城

を

し

の

ひ

取

て

勝

頼

を

岡

崎

へ

引

入
ン

と

調

儀

す

る

処

に

と

党

の

内
よ
り
山
内
八
蔵
と
言
も
の
う
ら
か
へ
り
逆
心
あ
ら
は
れ
彼
弥
四
郎
父

子

夫

婦

以

上

八

人

か

ら

め

取

は

り

つ

け

に

懸

ヶ

さ

セ

、

其

外

同

類

不

残

御

成

敗

有

て

当

人

弥

四

郎

を

ハ

浜

松

岡

崎

引

渡

し

岡

崎

て

四

辻

に

首

き

り

ま

て

堀

う

つ

め

竹

の

こ

き

り

に

て

往

来

の

者

共

に

三

日

さ

ら

し

て

ひ

か

セ

ら

る

ゝ

其

時

勝

頼

ハ

二

万

余

騎

を

引

卒

〆

布

那

迄

出

張

有

、

調

儀

あ

ら

ハ

れ

は

か

り

こ

と

相

違

仕

け

れ

ハ

其

よ

り

二

連

木

へ

働

き

給

ふ

、

家

康

公

ハ

吉

田

へ

御

馬

を

向
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給

ふ

、

信

康

公

ハ

山

中

の

法

蔵

寺

に

御

馬

を

立

給

ふ

て

は

ち

か

み

原

に

て

は

け

し

き

足

軽

セ

り

合

有

て

勝

頼

引

あ

け

長

篠 シノ

へ

押

立

つ

て

奥

平

父

子

の

立

籠

た

る

城

郭

を

七

重

八

重

に

取

巻

て

息

を

も

つ

か

セ

す

責

給

ふ

、

此

時

城

よ

り

鳥

井

強 タウ

右

衛

門

と

言

も

の

忍

ひ

出

て

城

中

兵

糧

つ

き

て

難

儀

に

及

よ

し

、

信

長

・

家

康

へ

申

上

又

城

中

へ

入

と

き

と

ら

わ

れ

た

る

、

勝

頼

宣

ふ

ハ

後

詰

な

き

と

申

な

ら

は

命

を

助

て

能

に

と

り

た

つ

へ

き

と

あ

り

け
れ
ハ
畏
候
と
い
ふ
、
さ
ら
ハ
と
て
城
の
城
戸
口
へ
人
を
付
て
越
け
る

其

時

城

に

向

て

言

け

る

ハ

鳥

井

こ

そ

帰

り

た

れ

信

長

・

家

康
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一

両

日

に

後

詰

有

は

堅

固

に

持

こ

た

へ

に

て

高

ら

か

に

申

け

れ

ハ

頓
而

首

を

は

切

ら

れ

た

る

、

か

く

て

信

長

公

御

父

子

ハ

十

万

余

騎

家

康

公

御

父

子

ハ

一

万

余

騎

に

て

後

詰

也

、

家

康

公

御

父

子

ハ

野

田
へ
押
寄
給
へ
ハ
信
長
公
ハ
岡
崎
、
信
忠
ハ
八
幡
に
つ
か
せ
給
ふ
、
先
衆
ハ

一
野
宮
本
野
原
ニ

完 ジウ
満 マン
し
た
り
、
去
程
に
五
月
廿
一
日
に
ハ
信
長
公
・
家
康

公

御

父

子

数

万

騎

を

引

卒

〆

あ （有
る 海
み ）

か

原

へ

押

出

さ

せ

給

ひ

て

勝

頼

強

敵

の

破

敵

な

れ

は

か

ゝ

り

て

一

戦

あ

る

へ

き

戦

場

の

前

に

さ

く
を
つ
け
た
し
堀
ほ
ら
せ
五
十
間
三
十
間
一
ッ
宛
虎
口
を
明
ヶ
鉄
砲
を

仕
か
け
ね
か
け
給
ふ
、
案
の
こ
と
く
勝
頼
ハ
家
老
の
い
さ
め
も
不
用
〆
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長

篠

の

堀

の

お

さ

へ

と

ひ

か

す

に

も

人

数

を

残

し

わ

つ

か

四

五

手
ニ

て

龍

川

の

石

橋

を

押

越

て

一

騎

う

ち

の

所

を

一

里

半

お

し

か

け

合

戦

也

、

此

時

酒

井

左

衛

門

尉

武

功

を

以
テ

蜜

に

と

ひ

か

す

へ

押

上

武

田

勢

を

追

崩

悉

く

討

取

也

、

去

程

に

家

康

公

御

手

に

て

大
久
保
七
郎
右
衛
門
忠
世
・
同
次
右
衛
門
忠
佐
・
内
藤
三
左
衛
門
信
成
・
同
四
郎
左
衛
門

正

成

・

渡

邊

半

蔵

守

綱

・

同

半

十

郎

等

足

軽

を

出

し

て

あ

ひ

し

ら

い

敵

懸

れ

ハ

柵

ノ

木

の

内

へ

引

入

鉄

砲

を

以
テ

打

立

た

れ

ハ

敵

兵

多

ㇰ

討

死

す

る

、

手

負

を

助

て

引

退

け

は

打

テ

出

て

是

を

取

懸

走

出

下

知

し

た

り

、

敵

五

六

度

迄

入

替

〳
〵
押

寄

て

戦

た

り

し

か
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信

長

公

三

千

挺

の

鉄

砲

に

打

立

ら

れ

一

度

も

勝

利

な

か

り

け

り

敵

方

の

士

大

将

真

田

を

ハ

渡

邊

半

十

郎

是

を

討

取

勝

頼

の

舎

弟

望

月

の

城

主

を

ハ

鳥

井

彦

右

衛

門

手
ニ

て

長

田

蘇

之

助

と

言

者

組

討

に

し

て

首

を

取

、

尾

州

衆

に

は

佐

久

間

右

衛

門

・

龍

川

左

近

ひ

る

め

て

二

手

に

柴

田

・

木

下

つ

い

て

出

追

崩

せ

は

敵

悉

ㇰ

敗

北

し

て

追

討

に

討

程

に

鳳

来

寺

辺

迄

追

懸

て

七

千

余

人

の

首

を

取

、

此

時

信

長

公

甲

州

迄

乱

入

給

ハ

ヽ

甲

府

ハ

言

に

及

ハ

す

信

濃

の

両

国

ま

て

も

同

時

に

治

る

へ

き

を

勝

て

甲

の

緒

を

し

め

よ

と

の

た

ま

い

て

信

長

公

引

入

帰

ら

セ

給

ふ

、

故

家

康

公

も
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御

帰

陣

也

、

去

程

に

家

康

公

ハ

六

月

上

旬

に

諏

訪

の

原

の

城

押

置

セ

給

ひ

て

駿

州

上

野

原

迄

焼

働

し

て

ふ

ん

と

う

セ

さ

セ

て

引

取

給

ふ

也

、

其

時

鳥

井

彦

右

衛

門

諏

訪

の

原

の

城

の

乗

気

う

か

か

わ

ん

と

て

城

の

辺

へ

馬

を

乗

寄

セ

け

る

所

に

彦

右

衛

門

尉

か

狸

之

皮

の

拝

織

を

敵

見

知

て

鉄

砲

を

集

打

懸

ヶ

け

れ

ハ

彦

右

衛

門

腰

着

の

軍

敗
（
配
）

団

に

二

ッ

脇

着

に

一

ッ

玉

と

ま

り

て

、

其

後

又

も

ゝ

に

当

り

て

馬

よ

り

落

ㇽ

処

を

杉

浦

藤

八

郎

走

よ

り

て

引

か

け

の

く

故
に
彦
右
衛
門
命
助
か
る
、
彦
右
衛
門
夫
ゟ
ち
ん
ば
に
成
ㇽ
、
去
程
ニ

家
康

公
同
月
下
旬
に
ハ
二
俣
の
城
の
押
へ
に
大
久
保
七
郎
右
衛
門
を
見
、
奈
原
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の

取

出

に

置

セ

給

ひ

て

諏

訪

の

原

の

城

へ

取

懸

ヶ

七

十

日

余

ㇼ

責

さ

セ

給

ひ

て

終

に

責

落

し

て

直

に

小

山

の

城

へ

押

寄

責

給

ふ

処

に

勝

頼

二

万

五

千

の

人

数

を

引

卒

メ

伊

郎

瀬

迄

後

詰

也

其

時

家

康

公

小

山

の

城

を

登

不

く

し

て

釜

塚

原

を

直

に

諏

訪
の
原
へ
引
退
か
ん
と
宣
ふ
処
に
酒
井
左
衛
門
尉
申
敵
に
向
わ
セ
給
ひ

伊

郎

へ

か

ゝ

り

是

非

引

セ

給

勝

頼

長

篠

に

て

お

く

れ

の

以

後

な

れ

ハ

中

々

懸

て

一

戦

ハ

必

な

る

間

敷

と

左

衛

門

尉

申

上

ㇽ

に

依

て

家

康

公

尤

と

宣

ひ

伊

郎

川

か

ゝ

り

て

退

セ

給

ふ

、

誠
マ
コ
ト

に

左

衛

門

尉

つ

も

り

の

こ

と

く

此

度

長

篠

に

て

能

者

不

残

討

死

し

て

方

々

取

集
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勢

の

事

な

れ

ハ

勝

頼

軍

な

ふ

し

て

相

引

也

、

其

年

二

保

の

城

を

ハ

依

田

右

衛

門

是

を

守

る

、

大

久

保

七

郎

右

衛

門

に

渡

し

退

高

明

の

城

へ

ハ

家

康

公

御

出

馬

有

て

追

手

二

王

堂

へ

ハ

本

多

平

八

郎

・

榊

原

小

平

太

を

着

向

は

セ

給

ふ

て

御

旗

本

ハ

横

川

へ

移

ら

セ

給
ひ
加
々
見
山
へ
押
上
て
か
ら
め
て
ゟ
城
中
へ
責
入
に
依
て
城
主
朝
比

奈

又

太

郎

叶

わ

つ

し

て

降

参

し

御

手

に

□

す

る

也

同

四

年

丙

子

家

康

公

丗

五

、

山

西

麦

苅

捨

さ

セ

給

ひ

て

乾

へ

御

働

有
、
あ
つ
き
坂
へ
押
寄
給
へ
ハ
天
野
宮
内
左
衛
門
塩
見
坂
を
持
か
た
め

居
た
り
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
を
石
か
み
手
へ
押
上
け
れ
ハ
宮
内
左
衛
門
か
な
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わ

す

、

あ

つ

き

坂

・

塩

見

坂

を

上

て

鹿

か

は

れ
江

退

也

、

八

月

勝

頼

高

天
神
瀧
坂
へ
兵
糧
入
に
出
張
し
て
国
安
ㇳ
言
処
に
陳
取
、
家
康
公
国
中
へ

押
出
し
合
戦
を
急
給
へ
し
と
て
た
か
ひ
に
陣
を
取
給
ふ
也
、
信
康
公
ハ

懸

川

に

陣

取

給

ふ

所

に

勝

頼

国

安

ゟ

引

入

給

ふ

、

故

に

軍

な

し

、

其

年
横
須
賀
の
城
を
取
立
給
ふ
、
大
須
賀
五
郎
右
衛
門
を
城
代
に
置
給
ふ
也

同

五

年
丁

丑

家

康

公

丗

六

、

八

月

勝

頼

二

万

計

の

人

数
ニ

て

横

須

賀

ゟ

南

辺

の

尾

崎

迄

働

浜

辺

に

陣

取

也

、

家

康

公

御

父

子

共

に

横

須

賀

の

城

よ

り

四

町

計

北

な

る

丸

山

に

御

旗

を

立

諸

勢

ハ

濵

松

へ

押

出

し

備

た

り

、

敵

あ

ひ

三

町

計

り

隔

其

中

に

入

江

有

て

に

楽

に
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鉄

砲

を

う

ち

合

た

る

計

也

、

其

時

信

康

ハ

鈴

木

長

兵

衛

と

言

者

一

人

召

れ

給

ひ

て

勝

頼

の

旗

の

立

た

る

所

ゟ

二

町

計

近

ㇰ

乗

寄

物

見

を

仕

給

ひ

家

康

公

へ

御

合

戦

在

し

可

然

は

被

仰

上

け

れ

は

家
康
公
宣
ふ
ハ
敵
ハ
大
軍
味
方
ハ
小
勢
な
る
に
切
所
を
か
ま
へ
さ
る
手
た
て

も

な

く

し

て

懸

合

の

軍

勝

利

有

へ

か

ら

す

と

て

御

合

戦

な

し

、

各

功
者
衆
の
申
け
る
は
大
殿
ニ

ハ
三
方
ヶ
原
の
御
合
戦
ニ

て
能
御
功
者
に
な
ら

セ

給

ふ

と

感

申

也

同

六

年
戌

寅

家

康

公

丗

七

、

西

山

高

天

神

へ

麦

苗

苅

捨

に

御

働

有

て

八
月
ハ
家
康
公
御
父
子
共
に
西
に
て
苅
田
を
さ
せ
諏
訪
原
の
城
へ
兵
糧
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入

さ

セ

給

ふ

也

同

七

年

巳

卯

家

康

公

丗

八

又

西

山

へ

麦

苅

捨

の

御

働

有

、

其

年

信
康
公
ハ
家
康
公
の
御
意
に
そ
む
き
給
ふ
、
其
子
細
ハ
万
事
御
心
ま
ゝ

に

し

て

御

行

僧

徒

に

過

た

り

、

家

康

公

御

異

見

を

も

用

ひ

給

ハ

す

し

て

御

気

植

を

行

ハ

せ

給

ひ

家

老

衆

の

諌

言

を

も

猶

以

御

取

あ

け

な

き

に

依

て

各

讒

言

し

て

勝

頼

と

御

内

通

有

て

逆

心

の

よ

し

申

上

ㇽ

故

家

康

公

御

は

ら

立

尋

常

な

ら

す

、

子

の

身

と

し

て

父

に

弓

を

引

と

言

事

前

代

未

聞

の

次

第

也

と

て

岡

崎

の

城

ゟ

出

し

た

ま

ひ

て

大
濱
へ
移
し
堀
江
の
城
へ
御
越
有
し
二
俣
の
城
へ
移
し
た
ま
ひ
て
服
部
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半
蔵
・
天
方
山
城
両
人
被
仰
付
御
生
害
也
、
信
康
の
給
ひ
け
る
ハ
父
に
弓

を

引

と

言

事

ま

つ

た

く

偽

也

、

年

寄

共

の

讒

言

是

非

な

し

さ

れ

と

も

此
上
ハ
兎
角
申
上
ニ

不
及
と
て
二
人
女
子
の
御
事
、
御
菩
提
ハ
大
樹
寺
を

頼
む
へ
き
よ
し
被
仰
置
、
城
代
大
久
保
一
類
其
外
御
し
た
志 シ

み
申
た
る

者

ま

て

も

御

形

見

を

く

ら

セ

給

ひ

て

念

佛

と

な

へ

御

は

ら

十

文

字

に

か
き
切
ら
せ
腹
部
に
介
錯
セ
よ
と
の
給
へ
ハ
三
代
相
忠
の
御
事
な
き
ハ
半
蔵

刀

を

捨

落

洩

す

る

は

や

く

と

宣

ふ

に

ち

か

ら

及

は

す

遠

州

の

住

人

天
方
山
城
な
く
〳
〵
介
錯
仕
奉
る
、
家
康
公
も
入
口
の
さ
し
え
に
依
て
不
慮

の

殺

客

と

御

後

悔

の

御

伺

度

々

有

し

也
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去

程

に

九

月

十

五

日

山

西

へ

御

働

有

て

持

宗

の

城

を

責

落

し

て

三

浦

兵

部

・

向

井

伊

賀

守

父

子

を

討

取

と

う

め

に

陣

を

取

給

ふ

処

に

勝

頼

ハ

戦

敵

の

北

條

を

捨

急

馳

向

給

ふ

処

に

富

士

川

の

水

満

し

て

越

事

な

ら

す

、

川

□ ナ

り

に

馬

を

立

給

ふ

間

に

家

康

公

夫

ゟ

早

速

諏

訪

原

の
城
へ
引
入
給
へ
ハ
勝
頼
ハ
田
崎
の
城
へ
入
給
ふ
故
軍
ハ
な
し
、
夫
ゟ
も
勝
頼
ハ
引

入
る
也
、
同
八
年
庚
辰

家
康
公
丗
九
、
二
月
高
天
神
へ
御
馬
を
出
さ
れ
相

坂
中
村
に
取
出
を
か
ま
へ
さ
セ
給
也
、
又
六
月
高
天
神
へ
御
出
馬
有
て

鹿
か
は
□
を
か
り
す
取
出
を
か
ま
へ
給
ふ
、
此
外
小
笠
原
の
取
出
を
ハ
其
所
ニ

取

セ

給

ふ

也

、

か

く

て

十

月

家

康

公

高

天

神

へ

押

寄

さ

セ

給

ひ

て

横
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須
賀
を
御
旗
本
と
し
て
御
譜
代
の
大
将
衆
酒
井
・
石
川
・
大
須
賀
・
本

多
・
榊
原
・
平
岩
・
鳥
井
・
水
野
・
大
久
保
・
松
平
・
内
藤
・
牧
野
・
植
木
・
三
宅
・
戸
田
等

を

初

と

し

て

其

外

遠

州

三

河

の

諸

将

を

以
テ

各

城

を

取

迫

し

四

方

に
堀
を
ほ
り
柵
を
つ
け
明
る
、
午
ノ
三
月
迄
百
七
十
余
日
責
給
ふ
、
城
中

に

ハ

兵

糧

米

も

い

ゝ

か

ね

は

忍

ひ

く

城

ゟ

出

わ

ら

ひ

と

こ

ろ

を

ほ

り

セ

り

あ

か

さ

を

つ

み

て

糧

と

し

虎

口

を

か

た

め

油

断

な

く

城

を

ハ

堅

固

に

持

と

い

へ

と

も

後

詰

の

頼

み

あ

ら

さ

れ

は

城

中

番

手

軍

言

と
も
岡
部
丹
波
・
横
田
甚
五
郎
甚
右
衛
門
ㇳ

後

号

相
木
栗
田
孕
石
を
双
と
し
て
其

外

内

使

し

て

明

日

巳

ノ

三

月

廿

一

日

の

宵

過

て

城

中

の

兵

と

も

石

川
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長
門
守
・
大
久
保
七
郎
右
衛
門
持
口
へ
両
手
ニ

分
て
切
て
出
討
死
す
る
番
手
の

双
岡
部
丹
波
を
ハ
大
久
保
七
郎
右
衛
門
手
ニ

て
本
多
主
水
と
言
者
首
を
取

横
田
相
木
ハ
つ
ゝ
か
な
く
切
ぬ
け
り
、
孕
石
主
水
ハ
生
捕
に
成
ㇽ
、
其
外
の
者
共

爰
か
し
こ
に
て
押
詰
追
懸
首
を
取
、
諸
手
へ
討
取
首
数
六
百
八
十
四
人

同
九
年
辛
巳

五
月
家
康
公
四
十
の
御
歳
に
ハ
田
部
と
う
め
へ
麦
田
苅
捨
に

御
働
有
て
伊
郎
瀬
を
の
き
給
ふ
処
に
も （持
ち 船（
む 用宗
ね ））
の
城
よ
り
朝
比
奈
駿
河
守

か
手
の
者
と
も
つ
き
し
た
か
ひ
け
る
処
に
御
方
ニ

ハ
石
川
伯
耆
守
・
平
岩

七
之
助
・
鳥
井
彦
右
衛
門
・
内
藤
弥
次
右
衛
門
・
酒
井
与
九
郎
・
松
平
源
次
郎
・
足
助

小

笠

原

と

つ

て

返

し

城

際

ま

て

追

討

に

し

能

大

将

と

も

五

十

三

人
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ま

て

討

死

な

り

天

正

十

年
壬

午

家

康

公

四

十

一

、

武

田

一

家

穴

山

梅

雪

斎
信
行
也

後
号
玄
蕃

御

方

申

さ

る

ゝ

に

依

て

家

康

公

濵

松

ゟ

駿

河

路

を

甲

州

へ

打

入

セ

給

ふ

時

各

行

軍

有

、

田

中

の

城

に

て

芦

田

有

て

城

中

ゟ

足

軽

を

出

し

て

つ

け

ら

る

ゝ

に

取

て

帰

し

城

へ

引

あ

く

る

時

兵

鉄

砲

を

打

懸

か

ひ

当

た

る

処

に

鳥

井

彦

右

衛

門

馬

を

城

辺

に

馳

お

も

む

き

軍

勢

た

つ

さ

へ

て

引
退
た
り
、
持
宗
の
城
ハ
朝
比
奈
守
の
鞠
子
の
城
ハ
屋
代
有
て
、
其
外

久
野
山
山
の
城
等
押
寄
〳
〵
取
巻
〳
〵
け
れ
は
或
ハ
降
参
〆
明
渡
ㇱ
な
り
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去

程

に

穴

山

江

尻

の

城

を

出

上

の

原

に

お

い

て

家

康

公

に

た

い

め
ん
仕
給
へ
は
穴
山
衆
先
手
と
し
て
甲
府
へ
入
、
市
川
に
御
陣
を
取
給
ふ

其

時

信

長

公

木

曽

よ

し

政

御

方

申

さ

れ

け

る

故

安

土

ゟ

信

列

木

曽

路

を

伊

奈

へ

懸

り

打

入

給

ひ

て

諏

訪

に

御

馬

立

也

、

仁

科

五

郎

信

成
并

小

山

田

備

中

守

等

責

こ

ろ

さ

る

、

去

程

に

勝

頼

ハ

三

万

計

の

人

数
ニ

て

初

め

諏

訪

へ

出

張

〆

合

戦

評

定

仕

給

ふ

処

に

信

長

・

家

康

公

両
江
ゟ
う
ち
入
給
ふ
、
其
上
穴
山
を
初
め
一
家
譜
代
衆
こ
と
〳
〵
く
逆
心

な

れ

は

甲

信

両

国

さ

わ

き

立

て

子

を

さ

か

さ

ま

に

お

ひ

山
ニ

入

け

れ

ハ

打

集

ㇽ

数

万

騎

の

者

共

も

父

母

妻

子

を

し

り

は

く

る

と

て

大

か

た

落
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散
た
り
、
か
く
て
ハ
合
戦
叶
へ
か
ら
す
と
て
勝
頼
新
府
へ
引
給
へ
は
弥
勢

ハ
落
ら
セ
ぬ
、
新
府
城
未
普
債
中
半
に
し
て
ふ
セ
き
矢
射
へ
き
失
念
も

な

け

れ

は

た

て

籠

る

事

あ

た

ハ

す

、

小

山

田

兵

衛

尉

を

頼

み

と

し

て

岩

取

の

城

へ

た

て

籠

ん

と

て

郡

内

へ

退

給

へ

は

信

茂

た

ち

ま

ち

逆

心

〆

相

待

の

主

君

に

向

て

弓

鉄

砲

打

か

け

け

れ

は

是

も

叶

は

す

し
て
天
目
山
へ
入
ら
ん
と
て
落
行
給
へ
は
家
臣
甘
利
甚
五
郎
・
大
熊
新

左

衛

門

知

平

し

ら

と

両

人

か

く

れ

居

て

是

等

も

前

心

〆

矢

鉄

砲

を

射

懸

打

か

け

終

に

入

奉

ら

さ

る

故

に

川

原

に

並

居

て

休

給

ふ

処

に

信

長
公
ゟ
討
手
の
衆
瀧
川
左
近
将
監
・
川
尻
肥
前
守
等
追
懸
ヶ
押
寄
た
り
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去
程
に
勝
頼
ハ
土
屋
・
小
宮
山
を
先
と
し
て
其
外
し
た
か
ふ
者
共
の
防

矢

射

ヶ

ル

、

其

隙

に

其

身

信

勝

父

子

夫

婦

枕

を

な

ら

へ

て

自

害

し

た

給

ふ

処

に

土

屋

惣

蔵

介

錯

申

念

比

に

ほ

り

埋

ミ

女

房

達

迄

さ

し

殺

し

勝

頼

父

子

夫

婦

埋

〆

奉

り

し

、

其

上
ニ

敷

皮

敷

腹

か

き

切

て

伏

け

れ

は

小

宮

山

内

膳

を

始

と

し

て

最

後

の

供

の

衆

百

余

人

命

を

か

き

り

に

戦

ひ

死

ㇲ

、

信

長

公

甲

府

へ

打

入

て

武

田

一

家

譜

代

の

衆

今

度

逆

心

仕

た

る

者

共

大

形

残

さ

す

打

殺

さ

る

、

ま

た

恵

林

寺

僧

申

を

山

門

へ

追

あ

け

て

下

よ

り

火

を

懸

国

師

知

尚

を

初

長

老

僧

児

同

宿

百

人

余

り

焼

殺

さ

る

、

是

ハ

佐

々

木

年

禎

の

子

息
并
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公

方

ゟ

の

使

定

福

院

大

和

淡

路

守

信

玄

の

時

よ

り

甲

府

に

詰

け

る

を

此

度

寺

中

に

か

く

し

置

信

長

公

よ

り

□

々

宣

へ

と

も

出

し

給
は
さ
る
に
依
て
也
、
去
程
に
信
長
公
甲
府
に
お
い
て
国
割
有
て
駿
州
ハ

家

康

公

へ

進

セ

ら

る

ゝ

、
諏
訪
ノ
郡

并

信

州

河

尻

肥

前
ニ

信

州

の

内
埴
科
四
郡
ハ

更
級
高
井
水
内

森

勝
蔵
武
蔵
守

後

号

・
伊
奈
郡
盤 ハ

毛
利
河
内
守
・
上
州
佐
久
・
小
縣
二
郡

并

信

州

の

内

瀧
川
左
近
将
監
・

其

上

関

東

被

住

管

領

織 （美
澧
濃
ヵ
）

州

岩

村

の

城

五

万

石

森

乱

丸

・

其

外

木

曽

殿

、

穴

山

殿

へ

も

本

領

の

上

御

加

忠

有

て

後

松

平

甚

太

郎
周
防
守

後

号

を

召

出

さ

れ

永

々

諏

訪

の

原

の

城

代

に

有

て

も

忠

節

不

斜

と

宣

て

富
士
の
根
方
川
東
を
給
て
三
枚
橋
の
城
代
に
被
仰
付
也
、
去
程
ニ

信
長
公
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四
月
二
日
甲
府
を
立
駿
河
路
を
富
士
の
根
方
へ
御
返
有
て
遠
三
両
州
へ

か
ゝ
り
て
安
土
へ
御
帰
陣
也
、
五
月
家
康
公
ハ
梅
雪
斎
御
同
道
ニ

て
安
土

御

見

廻

有

信

長

公

御

馳

走

の

為

四

座

に

御

能

被

仰

付

御

祝

儀

の

御

能

有

て

後

信

長

公

御

父

子

家

康

公

梅

雪

斎

御

同

道
ニ

て

上

洛

有

て

其

上
ニ

て

家

康

公
ニ

ハ

此

次

而
ニ

堺

を

見

物

可

有

と

て

御

案

内

の

為

と

宣

ひ

て

信

長

公

近

習

よ

り

長

谷

川

竹

千

代
郷
侍
従
秀
一
ト

後

藤
五
郎
東

つ

か

ハ

さ

る

ゝ

家

康

公

梅

雪

斎

打

つ

れ

て

堺

へ

越

セ

給

ひ

し

其

内

に

明

智

日

向

守

光

秀
江
州
志
賀
ノ
郡
領
主

号
惟
任
丹
波
一
国

逆

心

〆

本

能

寺

へ

押

寄

六

月

二

日

の

朝

、

信

長

公

四
十
九
歳
、
信
忠
廿
七
歳
ニ

て
奉
討
、
其
時
光
秀
京
ノ
地
子
残
よ
く
ゆ
る
し
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て

諸

町

人

な

と

の

礼

を

材

木

の

上

に

て

債

け

る

と

云

々

去

程

に

家

康

公

堺
ニ

て

此

由

を

聞

召

急

御

下

向

有

、

伊

賀

の

国

通

ら

セ

給
へ
ハ
伊
賀
衆
御
馳
走
仕
お
く
り
奉
る
、
勢
州
白
子
よ
り
御
舩
に
め
し
て

尾
州
と
こ
な
ゝ
の
浦
に
つ
き
三
州
大
濱
江

の
ほ
ら
せ
給
ひ
て
永
井
新
八
郎

真
勝
所
ニ

て
御
休
息
有
、
夫
ゟ
西
尾
へ
御
つ
き
浜
松
へ
入
セ
給
ふ
也
、
抑

今

度

伊

賀

衆

御

馳

走

仕

奉

る

其

も

と

ハ

先

年

信

長

公

伊

州

を

切

取

て

地

衆

を

悉
コ
ト
コ
ト

く

な

て

切

に

し

て

他

国

仕

た

る

者

迄

引

戻

し

成

敗

し

給

ひ

し

時

、

家

康

公

御

領

国

へ

も

あ

ま

ね

く

落

来

ㇽ

者

を

か ク
へ ニ
し エ

置

た

ま

ひ

て

一

人

も

出

さ

す

か

ゝ

へ

お

か

セ

給

ひ

し

に

依

て

其
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一

類

共

が

残

ㇼ

居

て

此

時

御

方

申

也

、

服

部

等

是

也

、

穴

山

梅

雪

内

心

に

家

康

公

を

も

う

た

か

い

て

は

る

か

の

御

役

を

退

き

給

ふ

ゆ

へ

野

伏

共

の

手

に

か

ゝ

り

打

と

ら

れ

給

ふ

也

、

か

く

て

家

康

公

大

浜

に

て

本

多

百

助

を

召

て

な

ん

じ

急
而

河

尻

肥

前

と

ハ

知

音

の

者

也

、

急

き

て

甲

府

に

行

て

其

辺

の

一

揆

等

起

り

み

た

れ

ハ

加

勢

を

お

く

ら

ん

と

可

申

と

て

越

セ

給

ふ

処

に

河

尻

□

な

し

と

て

百
助
も
て
な
し
、
其
夜
蚊
屋
の
内
に
て
長
刀
に
て
さ
し
殺
ㇲ
、
夫
よ
り

方

々

一

揆

起

り

て

肥

前

守

を

も

打

殺

ㇲ

、

去

程

に

其

頃

羽

柴

筑

前

守

秀

吉

ハ

藝

州

毛

利

家

と

取

合

て

備

中

国

に

お

い

て
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戦

陣

取

て

有

け

る

か

信

長

公

奉

害

と

聞

、

毛

利

家

こ

と

ハ

り

和

談

を

入

急

き

馳

の

ほ

り

山

崎

に

つ

く

処

に

明

智

二

万

余

騎

の

人

数

を

引

卒

〆

京

都

を

打

立

て

久

我

縄

手

を

隔

て

陣

を

取

秀

吉

分

押

寄

た

ま

へ

ハ

光

秀

ハ

甥

の

明

知

左

馬

之

介

を

大

将

と

し

て

七

千

余

騎

を

す

ゝ

め

て

一

戦

を

は

し

む

、

天

下

の

安

否

此

一

戦

に

あ

り

と

互
ニ

宋

牌

を

振

て

責

た

ゝ

か

う

、

終

に

光

秀

懸

ヶ

ま

け

、

坂

本

へ

退

け

る

処

を

伏

見

と

小

栗

橋

と

の

間
ニ

て

野

伏

の

も

の

ゝ

手

に

か

ゝ

り

麻

畑

の

中

に

お

い

て

同

十

一

日

惟

任

行

年

五

十

六
ニ

て

被

殺

、

家

臣

斉

藤

内

蔵

之

助

・

明

知

庄

兵

衛

を

は
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生

捕

て

粟

田

口

ニ

て

は

り

つ

け

に

懸

ら

る

ゝ

敵

を

討

取

其

数

一

千

五

百

余

と

云

々

織

田

七

兵

衛

尉

信

澄

も

光

秀

一

身

な

れ

は

大

坂

の

城

に

お

ゐ

て

織

田

三

七

郎

信

孝

押

寄

て

責

殺

さ

る

、

其

時

筒

井

順

慶

ハ

和

州

ゟ

打

て

出

宇

治

近

辺

に

陣

を

取

て

天

下

の

安

否

を

う

か

ふ

所

に

光

秀

打

ま

け

ぬ

れ

は

頓

而

秀

吉

へ

随

身

す

る

去

程

に

家

康

公

ハ

濵

松

ニ

て

人

数

を

揃

へ

尾

州

鳴

海

迄

出

馬

有

て

そ

れ

よ

り

引

返

し

甲

州

へ

打

入

給

ふ

也

、

御

先

手

に

ハ

酒

井

左
衛
門
・
大
須
賀
五
郎
右
衛
門
・
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
石
川
伯
耆
守
・
本
多
豊
後
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守

・

岡

部

次

郎

右

衛

門

・

穴

山

衆

ノ

信

州

諏

訪

郡

お
つ
（

乙

こ
つ
骨

）

へ

着

陣

す

る

、

其

頃

信

長

家

の

侍

大

将

瀧

川

左

近

将

監

一

益

ハ

上

州

苅

田

橋

の

城

よ

り

北

條

氏

真

西

山

上

野

へ

発

向

を

追

払

ハ

ん

と

て

上

武

の

さ

か

い

神

各

川

へ

出

張

し

て

六

月

十

八

日

北

條

衆

と

合

戦

〆

打

負

こ

と

〳
〵
く

敗

北

し

て

箕

輪

の

城

へ

引

籠

り

同

廿

日

打

立

真

田

を

頼

み

人

質

を

取

て

う

す

い

を

越

道

に

人

質

を

取

か

へ

〳
〵
尾

州

ま

て

つ

ゝ

か

な

く

退

ㇰ

、
此

き

ほ

ひ

に

依

て

氏

直

ハ

甲

州

・

信

州

の

両

国

を

治

む

へ

し

と

て

五

万

余

の

大

軍

を

卒

し

て

是

も

お

つ

こ

つ

へ

出

陣

す

る

家

康

公

五

万

余

騎

懸

合

の

軍
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あ

や

う

し

て

甲

州

新

府

の

城
江

引

入

セ

給

ふ

也

、

其

時

し

つ

は

ら

い

ハ
岡
部
次
郎
右
衛
門
、
二
ニ

ハ
穴
山
衆
、
三
ハ
大
久
保
七
郎
右
衛
門
、
四
ハ
本
多
豊
後
守

五
ハ
石
川
長
門
守
、
六
ハ
大
須
賀
五
郎
右
衛
門
康
高
を
先
ニ

立
六
手
合
テ

三

千

余

の

備

に

て

五

里

の

道

を

引

取

セ

給

ふ

也

、

敵

兵

追

懸

し

た

ふ

と

い

へ

共

各

武

功
ニ

依

て

味

方

一

人

も

う

た

せ

す

、

引

退

セ

給

ひ

て

其

日
ニ

新

府

の

城

へ

入

セ

給

へ

ハ

氏

直

ハ

わ

か （若
み 神
こ 子）

に

陣

を

取

、

其

間

廿

四

町

を

隔
テ

中

に

大

谷

有

衆

軍

ハ

な

し

、

七

月

よ

り

十

月

迄

百

余

日

戦

陣

也

、

其

頃

甲

州

郡

内

へ

ハ

小

田

原

領

也

、

北

条

左

衛

門

佐

を

置

給

ふ

、

其

時

左

衛

門

佐

筒

井

ノ

城

主

内

藤

を

引
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卒

〆

八

千

余

騎

の

人

数

を

以

て

郡

内

よ

り

山

返

に

東

郡

へ

出

て

所
々
放
火
す
る
、
然
ㇽ
に
鳥
井
彦
右
衛
門
・
水
野
藤
十
郎
日
向
守
ト

後
号

・
松
平
玄
蕃
・

三

宅

惣

右

衛

門

を

召

、

府

中

御

留

守

に

お

か

セ

給

ふ

処

に

是

を

聞

急

馳

向

て

北

条

左

衛

門

佐

か

軍

勢

を

見

及 れ

ハ

八

千

余

味

方

ハ

讒

に

二

千

に

た

ら

す

一

戦

あ

や

う

ふ

お

も

ふ

処

に

鳥

井

彦

右

衛

門

備

よ

り

鈴

木

源

助

と

言

も

の

ま

つ

先

に

す

ゝ

ん

て

か

け

入

ハ

鳥

井

彦

右

衛

門

さ

い

は

い

を

振

て

そ

れ

う

た

す

な

つ

ゝ

け

も

の

と

も

と

下

知

し

て

乗

込

ハ

其

手

の

軍

兵

共

一

四

騎

計

一

度

に

は

つ

と

押

か

け

を

つ

立

る

、

是

よ

り

諸

勢

我

も

〳
〵
と

押

懸

〳
〵
追

く

つ
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す

程

敵

こ

と

〳
〵
く

敗

北

〆

三

坂

を

さ

し

て

逃

の

ほ

る

、
追

詰

て

討

程

に

敵

の

兵

都

合

三

百

七

十

五

人

諸

手

へ

討

取

、

其

首

を

新

府

に

渡

し

て

敵

方

の

前
ニ

懸

さ

セ

給

へ

ハ

敵

軍

弥

馬

さ

わ

く

也

、

其

上

芦
田
真
田
一
手
ニ

成
て
細
井
峠
を
取
切
と
聞
由
、
是
ハ
大
久
保
七
郎
右
衛
門

計

策

し

て

芦

田

を

か

た

ら

い

真

田

を

引

入

御

方

に

す

る

也

、

芦

田

ハ

先
年
二
俣
の
城
を
七
郎
右
衛
門
ニ

渡
し
て
の
き
、
其
後
立
満
ㇼ
て
御
方
に

随
ひ
申
所
七
郎
右
衛
門
取
次
を
申
上
ㇽ
に
付
二
重
の
知
音
ニ

て
芦
田
一
人

情
を
出
す
に
哉
、
故
に
氏
真
こ
ら
へ
す
し
て
あ
つ
か
い
を
入
和
睦
有
て

甲

州

郡

内

と

信

州

佐

久

・

諏

訪

両

郡

を

家

康

公

へ

渡

し

給

ひ

て
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家

康

公

ゟ

ハ

上

州

沼

田

を

返

し

渡

さ

セ

給

へ

と

有

て

、

其

上
ニ

氏

直

ハ

家

康

公

の

御

聟

に

御

縁

組

に

定

ㇼ

て

楽

に

御

祝

の

為

使

氏

真

ゟ

ハ

八

王

子

の

城

主

北

条

陸

奥

守

来

る

家

康

公

甲

州

を

治

め

給

ひ

て

則
郡
内
を
鳥
井
彦
右
衛
門
ニ

渡
ㇱ
給
ふ
、
是
ゟ
彦
右
衛
門
ハ
岩
殿
の
城
に

移
ㇼ
居
る
也
、
信
州
佐
久
郡
ハ
大
久
保
七
郎
右
衛
門
を
つ
か
わ
し
め
給
ひ
て
御
馬

入
也
、
其
時
大
久
保
七
郎
右
衛
門
岩
村
田
・
小
宝
・
望
月
・
御
山
・
岩
瀬
平
・

柏
木
平
・
原
田
の
口
・
平
尾
抔
と
言
城
有
、
あ
な
こ
や
屋
敷
構
へ
持
た
る
に

身

の

地

所

と

も

を

こ

と

〳
〵
く

引

つ

け

御

方

に

す

る

、
其

節

岩

尾

の
城
を
乗
取
と
て
芦
田
の
依
田
右
衛
門
・
同
源
八
兄
弟
共
に
討
死
す
る
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是
ハ
午
の
歳
の
秋
よ
り
申
の
年
迄
の
間
に
か
く
の
こ
と
く
、
其
外
諏
訪

下

条

大

草

等

も

う

た

か

い

て

御

方

に

す

る

也

同
十
一
年
癸
未

家
康
公
四
十
二
、
小
田
原
御
輿
入
也

同
十
二
年
甲
申

家
康
公
四
十
三
、
秀
吉
と
の
取
合
は
じ
ま
る
也
、
其

発
（
お
こ
り
）

ハ

秀

吉

光

秀

を

討

て

後

信

雄

卿
中
将
北
昌

取

立

申

さ

ん

と

宣

へ

は

柴

田

勝
家
ハ
織
田
三
七
郎
信
孝
を
引
た
て
申
さ
ん
と
て
両
方
取
合
也
、
柴
田
ハ

越
前
ゟ
起
た
つ
て
出
、
柳
ヶ
瀬
に
陣
を
取
、
秀
吉
ハ
押
出
し
相
陣
を
取

て
足
軽
の
懸
合
有
也
、
此
時
加
藤
虎
之
介
主
計
後
号

・
同
孫
六
左
馬
之
介

後

号

・
福
嶋
市
松

左
衛
門
大
夫

後

号

・
糟 カス
谷
介
右
衛
門
・
片
桐
助
作
市
正
ㇳ

後
号

・
平
野
権
平
遠
江
守
ㇳ

後

号

七
人
の
衆
鑓
を
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合
す
る
、
世
人
七
本
鑓
と
言
也
、
其
時
前
田
又
左
衛
門
加
賀
守
利
家

後
任
大
納
言

・
木
村
五
郎
左
衛
門

長

秀

等

別

心

に

よ

つ

て

柴

田

打

負

、

越

前

へ

引

入

自

害

す

れ

ハ

秀

吉

岐

阜

の

城

へ

押

寄

信

孝

を

責

落

し

野

田

の

内

海

に

て

殺

害

〆

、

其

後

ハ

信

雄

を

も

矢

な

ハ

ん

と

仕

給

ひ

て

信

雄

の

家

臣

岡

田

長

門

守

を

引
付
て
逆
心
あ
ら
ん
に
お
ゐ
て
ハ
尾
州
を
刻
あ
た
へ
ん
と
朱
印
を
出
し

并

津

川

玄

蕃

・

浅

井

民

弥

等

を

も

悉

ㇰ

引

つ

け

給

ふ

処

に

こ

の

け

い

さ

く

顕

れ

て

岡

田

長

門

守

を

信

雄

江

手

打

に

仕

給

ふ

也

、

同

年

三

月

三

日

津

川

玄

蕃
の

城

主

也

甥
州
松
ヶ
崎

を

飯

田

半

兵

衛

に

う

た

せ

浅

井

民

弥

を

ハ

森

勘
解
由
安
賀
城
主

尾
州
苅
田

是
を
討
、
去
程
に
岡
田
長
門
守
領
地
大
野
と
こ
な
へ
に
有
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是
を
ハ
信
雄
江
家
康
公
よ
り
清
水
捨
之
介
・
戸
田
三
郎
衛
門
両
人
つ
か
ハ

し

請

取

セ

給

ふ

也

、

本

領

星

崎

の

城

ハ

岡

田

庄

五

郎
長
門
守
弟
也

後
号
伊
勢
守

・

山

口

半
左
衛
門
・
長
田
弥
左
衛
門
・
須
賀
太
左
衛
門
抔
と
言
者
籠
居
免
を
家
康
公

ゟ
酒
井
与
四
郎
雅
楽
頭

後

号

・
石
川
伯
耆
守
・
水
野
惣
兵
衛
和
泉
守

後

号

・
松
平
左
近
・
内

藤
弥
右
衛
門
等
馳
向
て
責
け
る
に
城
中
須
賀
太
左
衛
門
と
名
乗
て
城
戸

を

開

き

土

橋

を

越

、

た

ゝ

一

人

追

出

兎

処

に

水

野

惣

兵

衛

忠

重

手

ゟ

鈴
木
与
八
郎
と
名
乗
て
同
太
左
衛
門
と
一
番
鑓
を
合
セ
免
、
次
に
都
筑
と

名
乗
て
同
太
左
衛
門
と
二
番
を
鑓
合
す
る
、
其
ゟ
同
勢
押
懸
れ
は
城
中

の
も
の
と
も
太
左
衛
門
を
討
す
へ
し
と
て
丹
羽
五
郎
左
衛
門
を
初
と
し
て
我
等
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も
〳
〵
と
大
勢
打
テ

出
テ

セ
り
合
た
り
、
其
時
丹
羽
助
左
衛
門
も
鑓
を
合
セ
て

た
ゝ
か
い
相
引
に
し
た
り
、
其
後
十
日
計
ㇼ
城
を
持
こ
ら
へ
あ
つ
か
い
を
入

城
を
去
ㇼ
、
後
し
て
岡
田
庄
五
郎
ハ
上
方
へ
立
退
也
、
永
田
弥
左
衛
門
・
須
賀

太
左
衛
門
・
山
口
半
左
衛
門
ハ
其
侭
尾
州
に
置
給
ふ
、
家
康
公
右
よ
り

元

の

信
長
公

の
御
厚
恩
を
た
か
へ
さ
セ
給
ハ
す
し
て
信
雄
卿
と
御
一
和
に
て
御
加
勢
有

同

茲

秀

吉

公

十

万

騎

を

引

卒

〆

尾

州

表
江

発

向

有

、

家

康

公

ハ

所
々
の
押
に
御
人
数
を
差
置
セ
給
ひ
て
一
万
五
千
余
騎
に
て
御
加
勢
也

先
酒
井
左
衛
門
尉
を
大
将
と
し
て
五
千
余
騎
岩
崎
山
へ
押
出
し
、
同
年

三

月

廿

五

日

に

森

武

蔵

守

と

一

戦

〆

悉

ㇰ

切

崩

し

十

二

三

町

余

追

討
ニ
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し

て

敵

の

兵

廿

四

騎

討

取

さ

れ

と

も

武

蔵

守

も

さ

す

か

の

勇

士

な
れ
ハ
岩
崎
ニ

陣
を
取
、
左
衛
門
尉
ハ
小
牧
近
辺
へ
押
而

陣
取
、
同
廿
八
日
ニ

ハ

家

康

公

信

雄

江

も

小

牧

山

迄

御

旗

を

寄

さ

セ

給

へ

は

秀

吉

公

十

万

余

騎

ニ

て

犬

山

根

城

青

塚

近

辺

に

陣

取

為

ふ

也

、

四

月

九

日

に

は

池

田

勝

入

父

子

・

森

武

蔵

守

、

大

将
ニ

ハ

三

好

孫

七

郎

秀

次

関
白
後
号

数

万

騎

を

引

く

〆

三

州

へ

発

向

し

て

諸

を

取

き

り

岡

崎

迄

焼

払

わ

ん

と

し

て

押

出

ㇲ

家

康

公

此

由

を

聞 キカ

セ

給

ひ

て

旗

を

し

ほ

ら

セ

ひ

そ

か

に

小

牧

山

を

出

さ

せ

給

ひ

て

勝

川

と

言

所

に

て

御

鎧

を

召

さ

れ

大

須

賀

五

郎

右

衛

門

・

榊

原
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小

平

太

・

本

多

豊

後

守

・

水

野

惣

兵

衛

・

本

多

彦

次

郎

・

植

村

庄

五

郎

・

丹

羽

勘

助

少
輔
氏
次
ㇳ

後
式
部

を

先

陣

と

し

て

押

む

か

わ

セ

給

へ

は

敵 テキ

ハ

は

や

岩

崎

の

城

を

取

巻

て

辰

の

初

刻

よ

り

巳

の

中

刻

半

迄

に

責

落

す

、

城

中

ニ

ハ

丹

羽

次

郎

三

郎

を

初

と

し

て

相

し

た

か

ふ

者

共

に

源

賀

四

郎

右

衛

門

・

同

六

蔵

な

ど

と

言

り

の

兵

を

先

と

し

て

四

十

余

人

一

人

も

不

残

討

死

ㇲ

敵

勝

時

を

揚

勇
い
さ
ミ

進
す
ゝ
ム

爰

に

味

方

の

先

衆

各

押

寄

大

将

秀

次

の

ひ

か

へ

給

ふ

旗

本

へ

押

寄

切

崩

し

追

打

に

し

て

首

を

取

ㇼ

岩

崎

さ

し

て

追

詰

た

り

、

敵

方

に

は

岩

崎

の

城

を

責
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取

て

き

お

ひ

居

け

る

処

な

れ

ハ

何

か

わ

た

め

ら

ふ

へ

き

堀 ホリ

久

太

郎

秀

政

等

一

陣

に

進 スゝ

ん

て

大

声

を

上

て

お

し

む

か

ふ

、

敗

北

の

敵

是

を

力

と

し

て

取

て

帰

し

け

れ

は

御

方

押

か

へ エ
さ サ
れ レ

て

小

幡

を

さ

し

て

引

退

く

、

各

宋

拝

を

取

て

乗

返 カへ

ㇱ

下

知

し

て

引

退

け

れ

共

御

方

の

軍

兵

二

百

余

騎

う

た

れ

た

り

家

康

公

御

旗

本

に

ハ

井

伊

万

千

代

兵
部
ㇳ

後

号

を

先

と

し

て

三

千

余

騎

を

出

さ

セ

給

へ

は

池

田

勝

入

父

子

・

森

武

蔵

守

大

将

と

し

て

数

万

騎

に

て

押

む

か

い

た

か

ひ

に

備

を

よ

せ

合

、

天

地

を

う

こ

か

し

命

を

捨

て

戦

ひ

け

る

、

去

程

に

家

康

公

御

旗

本

ゟ

水

野
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太
郎
作
・
大
久
保
次
右
衛
門
・
渡

部
（
辺
）

半
蔵
・
酒
井
与
四
郎
・
加
藤
喜
助
・

森

川

金

右

衛

門

・

高

木

九

助

・

渡

部
（
辺
）

弥

之

助

・

神

谷

弥

五

郎

・

崎

田

次

兵

衛

此

十

人

の

者

と

も

を

頭

に

し

て

鉄

砲

二

百

挺

相

添

て

先

手

の

井

伊

万

千

代

備

へ

つ

か

ハ

し

給

へ

ハ

各

馳

向

て

入

替

へ

〳
〵
打

立

た

り

、

御

旗

奉

行

筧

勘

右

衛

門

・

渡

辺

半

十

郎

か

御

馬

印

を

山

影

よ

り

敵

の

う

し

ろ

と

見

ゆ

る

山

上

へ

見

す

へ

し

て

押

あ

け

た

り

、

敵

兵

是

を

見

て

さ

わ

き

立

て

見

て エ

け

れ

は

御

方

利

を

得

て

お

し

懸

り

追

崩

、
敵

こ

と

〳
〵
く

敗

北

す

る

、
松

平

金

十

郎
・

鳥
井
新
兵
衛
左
京
之
亮

後
号

・
同
金
次
郎
四
郎
左
衛
門

後
号

等
鑓
を
合
セ
て
首
を
取
、
御
馬
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の
返
り
に
ハ
内
藤
四
郎
左
衛
門
・
高
木
主
水
下
知
す
る
、
敵
方
の
大
将
池

田

勝

入

を

ハ

永

井

右

近

直

勝

討

取

、

同

紀

伊

守

を

ハ

安

藤

彦

兵

衛

直

次

討

取

、

森

武

蔵

守

を

ハ

本

多

八

蔵

首

を

取

、

半

道

は

か

り

追

討

程

に

敵

兵

二

千

余

人

の

首

を

討

取

、

其

時

本

多

平

八

郎

并

石

川

長

門

守

・

松

平

上

野

守

ハ

小

牧

の

押

に

有

け

る

か

秀

吉

公

長

久

手

へ

押

向

給

ふ

と

見

て

秀

吉

公

の

御

陣

場

よ

り

四

五

町

計

の

す

く

道

纔

五

百

に

た

ら

ぬ

備
ソ
ナ
ヘ

に

て

少

も

お

く

セ

す

長

久

手

へ

押

返

る

、

家

康

公

の

御

供

し

て

小

牧

山

へ

立

帰

り

武

勇

を

あ

ら

は

す

御

方

今 イマ

少

退

て

敵

を

追

も

の

な

ら

は

秀

吉

公
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の

あ

ら

手

の

大

軍

と

出

合

て

つ

か

れ

た

る

に

勢

殊

に

逃

る

敵

を

追

す

か

う

て

備

エ

み

た

れ

た

る

所

な

れ

は

合

戦

あ

や

う

か

る

へ

し

、

軍

勢

も

早

々

引

あ

け

た

り

、

案

の

こ

と

く

に

秀

吉

公

ハ

見

方

敗

軍

の

よ

し

を

聞

給

ひ

青

塚

よ

り

五

万

騎

を

引

卒

メ

急

き

長

久

手

へ

馳

向

け

れ

と

も

家

康

公

未

発

を

考
カ
ン
カ
エ

早

速

小

幡

の

城

へ

入

給

へ

ハ

手

を

な

く

し

て

口

惜

こ

そ

お

も

わ

れ

け

れ

去

程

に

小

牧

山

に

残

る

人

数

ハ

信

雄

卿

の

尾

張

衆

と

酒

井

左

衛

門

尉

・

石

川

伯

耆

守

都

合

一

万

五

千

也

、

其

時

酒

井

左

衛

門

尉

申

ハ

秀

吉

公

の

本

陣

へ

ち

か

く

と

旗

を

よ

せ

、

爰

に

お

ゐ

て

二
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重

の

塀

を

押

破

り

敵

の

陣

屋

を

放

火

し

て

焼

払

ふ

物

な

ら

ハ

長

久

手

の

敵

敗

軍

う

た

か

い

有

へ

か

ら

す

、

石

川

伯

耆

守

に

も

早

々

旗

を

あ

け

さ

せ

給

へ

と

三

度

に

及

て

使

を

立

け

れ

と

も

伯

耆

守

進

む

に

あ

た

わ

す

と

歯

哦

府

を

な

し

て

と

ゝ

ま

り

ぬ

家

康

公

其

日

に

小

牧

山

へ

引

帰

ら

せ

給

ふ

也

、

秀

吉

公

も

龍

泉

寺

よ

り

青

塚

へ

引

帰

し

給

ふ

也

、

明

れ

は

十

四

日

秀

吉

公

引

取

セ

給

へ

ハ

家

康

公

も

信

雄

卿

も

同

日

に

清

洲
江

御

馬

を

入

給

ひ

榊

原

小

平

太

康

政

を

し

て

小

牧

に

と

ゝ

め

守

し

め

給

ふ

也

、

六

月

十

四

日

蟹

江

前

田

与

十

郎

同

意

に

て

瀧

川

左

近

を

引

入

て

敵

に

な

る
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信

雄

卿

家

康

公

則

人

数

を

差

向

責

給

へ

は

十

日

計

ㇼ

持

こ
ら
へ
叶
は
す
し
て
一
益
城
主
前
田
与
十
郎
が
頭
を
切
、
和
を
か
ふ
て

城

中

ゟ

舟

に

乗

あ

さ

ま

し

き

躰

に

な

り

伊

勢

の

国

へ

落

行

た

り

、

夫

ゟ

家

康

公

信

雄

卿

勢

州

へ

御

馬

を

よ

セ

白

子

神

戸

を

放

火

〆

、

濱

田

の

城

を

乗

取

て

清

洲

へ

帰

ら

セ

給

へ

ハ

七

月

日

秀

吉

公

し

の

き

に

城

を

取

て

八

月

尾

州

な

ら

へ

出

馬

し

て

下

り

な

か

ら

に

城

を

取

給

ふ

家

康

公

信

雄

卿

三

井

の

し

け

ん

寺

に

城

を

か

ま

へ

御

帰

陣

也

、

十

月

日

秀

吉

公

勢

州

へ

出

馬

有

て

陣

取

給

へ

は

家

康

公

信

雄

卿

桑

名

迄

御

出

張

有
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町

屋

川

と

言

所

に

て

取

合

足

軽

セ

り

合

有

て

爰

に

公

家

衆

六

条

の

門

住

馳

加
ク
ハ
ハ

り

給

ひ

て

御

あ

つ

か

ひ

有

け

れ

共

家

康

公

御

承

引

な

し

、

さ

れ

と

も

信

雄

卿

和

睦

仕

給

ふ

上

ハ

家

康

公

を

御

無

事

有

や

し

と

ち

か

い

給

へ

ハ

御

一

和

調

ふ

、

此

時

秀

康 ヤス

十

一

才

上

洛

奉

後

石

川

勝

千

代

次
男
也

伯
耆
守

本

多

仙

千

代

号
飛
騨
守

左
衛
門
子

秀

吉

公

養

子

と

し

て

羽

柴

氏

を

さ

つ

け

さ

せ

給

ふ

也

同

十

三

年

乙

丙

家

康

公

四

十

四

の

御

年

に

信

州

小

縣

郡

真

田

安

房

守

昌

幸

か

居

城

上

田
江

御

人

数

を

差

向

ヶ

給

ふ

、

先

手

北

条

氏

直

と

御

和

睦

の

時

急

飼

の

城

地

を

氏

真

ゟ

ハ

則

切
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渡

し

給

故

上

州

沼

田

の

城

を

も

北

条

殿

江

相

渡

へ

き

と

し

真

田

方

へ

被

仰

遣

処

に

昌

幸

請

次

此

沼

田

領

の

儀

ハ

家

康

公

ゟ

拝

領

の

地
ニ

も

あ

ら

す

、

家

釼

鋒

の

力

を

以
テ

切

取

た

る

所

也

、

其

上

此

度

御

方

申

セ

は

御

忠

節

と

こ

そ

ハ

存

知

に

ふ

る

家

等

苦

労

し

て

切

捕

た

る

地

を

め

し

か

へ

さ

れ

北

条

家

へ

渡

し

申

さ

ん

事

い

か

な

る

替

地

也

と

も

ま

つ

た

く

思

ひ

寄

す

と

申

は

つ

て

北
條
家
へ
渡
さ
す
あ
ま
つ
さ
へ
悪
し
て
秀
吉
公
へ
申
返
の
よ
し
、
大
道
寺

駿
河
守
来
て
う
つ
た
へ
申
故
に
平
岩
七
之
助
・
鳥
井
彦
右
衛
門
・
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・

保

科

禅

正

父

子

・

諏

訪

芦

田

岡

部

内

膳

知

久

・

下

条

大

単

遠

山

屋

代
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越

中

三

枝

土

佐

守
并

井

伊

直

政

各

代

に

家

老

木

俣

土

作

等

を

初

と

し

て

都

合

其

勢

二

万

余

騎

上

田

辺

に

押

詰

陳 ジン

を

取

、

去

程

に

八
月
二
日
寄
手
の
衆
加
賀
川
を
押
越
て
上
田
の
城
へ
押
寄
る
、
真
田
も

城

の

外

へ

七

八

町

も

是

有

ん

所

へ

足

軽

を

出

し

鉄

砲

を

う

た

セ

セ

り

合
た
り
、
さ
れ
と
も
寄
手
大
勢
な
れ
ハ
是
を
事
共
セ
す
、
大
軍
一
手
に

な

つ

て

追

立

け

れ

ハ

城

下

を

さ

し

て

引

退

く

寄

手

の

衆

勝

に

乗

て

是

を
追
海
野
町
迄
み
た
れ
入
、
敵
城
戸
口
に
さ
ゝ
へ
て
鉄
砲
を
は
な
ち
て
是

を
ふ
セ
き
か
た
め
た
り
、
急
而

合
図
と
見
へ
て
所
々
の
山
々
崩
ゝ
に
伏
兵

お

こ

つ

て

旗

を

あ

け

と

き

を

作

り

弓

鉄

砲

を

打

立

射

懸

前

後

左

右

に
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蜂

の

こ

と

く

に

お

こ

る

に

依

て

寄

手

の

軍

勢

さ

ハ

き

立

て

責

口

を

引

退
か
ん
と
す
る
処
に
真
田
安
房
守
昌
幸
・
同
次
男
源
次
郎
左
衛
門
ㇳ

後
号

再
拝
を

振
て
城
戸
を
開
き
一
度
に
と
つ
と
突
て
出
け
れ
ハ
寄
手
追
立
ら
れ
廿
余

町
追
崩
さ
れ
二
三
百
騎
計
う
た
れ
た
り
、
平
岩
七
之
助
・
大
久
保
七
郎
衛
門
等

宋
牌
を
取
て
藤
の
森
と
言
所
に
て
と
つ
て
戻
し
一
さ
ゝ
へ
戦
け
れ
と
も

引
立
た
る
御
方
に
き
お
ひ
か
り
た
る
敵
也
、
其
上
川
中
嶋
ゟ
加
勢
の
人

数
の
二
ノ
手
に
す
け
来
り
け
れ
ハ
夫
ゟ
悉
ㇰ
敗
軍
し
て
加
賀
川
を
越
岩
下

近
辺
迄
大
方
敗
北
し
た
り
、
鳥
井
彦
右
衛
門
手
ハ
未
崩
す
し
て
後
陣
に
引

の
く
に
戸
石
の
城
ゟ
真
田
源
三
郎
伊
豆
守

後

号

松
城
の
城
主
也
、
宋
拝
を
取
て
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染 ソメ

屋

の

台

へ

旗

を

差

上

ヶ

先

途

を

取

き

ら

ん

と

す

る

に

依

て

敗

軍

す

る

敵

の

手

し

け

く

し

た

ひ

た

る

其

手

の

軍

兵

三

十

騎

計

川

を

乗

越
へ
て
引
退
、
よ
し
田
の
台
に
旗
を
立
敗
北
の
士
を
集
メ
備
へ
け
れ
ハ
諸
手

の
衆
も
段
々
に
旗
を
立
た
り
、
真
田
も
川
の
端
迄
押
寄
け
れ
共
川
を
ハ

越
し
て
黒
つ
ほ
の
台
に
旗
を
打
立
て
勝
鬨
を
上
ヶ
の
ち
引
入
け
れ
ハ
寄

手

の

衆

を

あ

い

引

に

し

た

り

け

る

、

翌

日

鞠

子

の

城

へ
三
右
衛
門

城
代
海
野

働

あ

り

真
田
と
又
お
し
む
か
い
て
八
重
原
に
て
相
陣
に
取
、
足
軽
セ
り
合
有
、
然
る
に

真
田
ハ
其
頃
次
男
源
次
郎
を
ハ
景
勝
へ
出
仕
さ
セ
し
故
河
中
嶋
衆
荒
手

に
す
け
来
て
二
ノ
手
に
備
へ
扣
た
り
、
味
方
ハ
悉
ㇰ
討
死
或
ハ
手
を
負
ひ
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つ
か
れ
た
り
、
敗
軍
の
備
を
以
テ

守
る
戦
ふ
に
あ
た
ハ
つ
と
て
夫
ゟ
諸
将
引

取

也

、

同

年

秀

吉

公

命

に

よ

つ

て

信

雄

卿

使

羽

柴

下

総

守

勝

雄

浜

松
へ
来
り
て
御
上
洛
の
事
を
申
、
許
容
な
し
故
に
五
月
十
四
日
秀
吉
公
妹

浜
松
へ
御
輿
入
て
家
娶
の
儀
有
て
此
時
浅
野
弾
正
供
奉
す
る
と
也
、
同

九
月
秀
吉
公
の
母
公
の
大
政
所
三
州
岡
崎
へ
御
下
向
有
て
人
質
と
な
り

給
ふ
、
到
井
伊
兵
部
少
輔
・
本
多
作
右
衛
門
両
人
に
預
ヶ
置
セ
給
ひ
て
御
上
洛
有

於
大
坂
の
城
秀
吉
公
と
御
対
面
、
同
十
月
家
康
公
中
納
言
に
任
し
給
ふ

守
秀
長

此
時
豊
後

秀
次
任
参
議

中
納
言
豊
臣
之

か
く
て
家
康
公
御
下
向
也
、
後
大
政
所
を
ハ
井
伊
兵
部
少
輔

供
奉
し
て
お
く
り
奉
り
上
洛
す
る
、
此
時
秀
吉
公
命
に
依
て
直
政
五
臣
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の
従
徒
に
任
ㇲ
侍
従
ㇳ
言
也

号
井
伊

去
程
に
秀
吉
公
石
川
伯
耆
守
を
右
ハ
も
て
な
し

給
ふ
と
い
へ
と
も
其
不
儀
有
を
ね
た
ん
て
終
に
一
言
も
心
よ
き
事
な
し
、
秀
吉

公
天
情
誠
有
事
を
人
皆
感
す
る
也
、
其
頃
井
伊
直
政
・
本
多
中
務
大
輔
忠
勝
・

榊
原
式
部
大
輔
康
政
を
し
て
一
人
も
於
京
都
ニ

證
人

給
ふ
也
、
其
月
廻
に

至

て

家

康

公

浜

松

ゟ

駿

河

の

城

に

御

移

徒

諸

臣

等

ハ

年

越

て

是

に

あ

つ
ま
る
也

同
十
五
年
丁
亥

家
康
公
四
十
六
、
秀
吉
公
九
州
進
発
の
時
家
康
公
ゟ
使
者

本

多

豊

後

守

廣

高

を

つ

か

ハ

し

給

ひ

九

州

岩

石

の

城

攻

の

時

戦

功

有

け

れ

は

秀

吉

公

感

し

給

ひ

て

羊

の

革

の

羽

織
并

金

銙

の

脇

指

を

本
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多

豊

後

守

に

た

ま

わ

る

秀

吉

の

聚

楽

の

亭

に

家

康

公

会

志

給

ふ

、

同

十

八

日

還

御

同
十
七
年
巳
丑

家
康
公
四
十
八
、
五
月
日
秀
吉
公
配
金
に
其
品
数
有
授
ㇼ
家

康
公
へ
黄
金
二
千
両
・
銀
一
万
両
を
十
一
月
日
秀
吉
公
入
洛
井
伊
直
政
号
供

奉

る

秀

吉

公

と

謁

見

し

給

ふ

也

同
十
八
庚
寅

家
康
公
四
十
九
、
正
月
十
四
日
南
明
院
殿
聚
楽
に
お
ゐ
て
薨

し
給
ふ
家

康

公

の

室

也

四
十
八
歳
秀
吉
公
妹

同
三
月
秀
吉
公
小
田
原
進
発
〆
五
十
五
ヶ
国
の
大

軍

を

引

卒

〆

う

き

崎

ヶ

原

に

陣

取

て

北

条

美

濃

守

氏

親

居

城

韮 ニラ
山
の
城
江

ハ
信
雄
卿
并

福
嶋
・
細
川
・
生
駒
・
蒲
生
・
蜂
須
賀
・
伊
賀
侍
徒
・
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筒
井
定
次
等
を
指
向
給
ひ
て
箱
根
山
路
を
平
押
に
お
し
あ
け
て
山
中
の

城
を
一
時
に
責
崩
し
、
其
日
の
内
に
小
田
原
へ
推
押
る
、
秀
吉
公
ハ
石
垣
山
に

陣
を
か
ま
へ
石
垣
高
ㇰ
筑
上
ヶ
さ
セ
失
念
セ
い
く
ら
大
門
た
て
テ

尾
を
ふ
セ

し
ら
か
へ
を
付
少
の
内
に
城
を
取
立
小
田
原
の
城
中
を
目
の
下
に
見
下
ㇱ

て

数

万

騎

の

大

軍

を

以
テ

百

重

千

重

に

取

包

城

き

わ

ま

て

仕

寄

て

押

詰
て
是
を
攻
ㇺ
、
家
康
公
是
窪
を
越
山
中
に
御
陳 ジン
を
取
ら
せ
給
ふ
也
、

旧
（
臼
）

井

峠

へ

ハ

利

家
大
納
言
ㇳ

号

加

賀

大

将

に

て

北

国

勢
并

信

州

真

田

を

同

勢

と

し

て

押

出

〆

上

州

松

枝

の

城

を

責

落

し

大

道

寺

駿

河

守
ニ

降

参

さ

セ

、

夫

よ

り

松
山
・
箕
輪
・
前
橋
・
川
越
・
鉢
形
等
の
城
々
責
取
、
八
王
子
の
城
に
至
て
城
主
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狩
野
中
山
防
き
戦
ふ
と
い
へ
と
も
終
に
落
城
す
る
内
藤
三
左
衛
門
ニ
明
渡
ㇲ

付

其

後

韮

山

の

城

ハ

忍
ノ
成
田
も
降
参
△

玉

縄

の

城

主

〇

△
す
る
也

○
北
条
左
衛
門
大
夫
氏
勝
降
参

扨
又
関
東
裏
に
お
ゐ
て
浅
野
弾
正
少
弼
・
梶
原
某
此

家
康
公
ゟ
本
多
中
務
大
輔
・
平
岩
七
之
助
主
計
頭

後

号

・
鳥
井
久
右
衛
門
を
大
将
に
て

佐
倉
・
土
気
・
東
金
・
南
下
妻
・
筑
井
其
外
諸
城
を
責
寄
て
討
取
、
北
条

十
郎
氏
房
号
太
田

氏
直
舎
弟

居
城
武
州
忍
付
の
城
へ
押
合 寄

セ
て
是
を
責
、
大
手
へ
ハ

浅
野
霜
台
長
政
・
本
多
中
務
忠
勝
押
向
、
木
村
常
陸
助
・
榊
原
某
此
和
気
へ

向
ふ
、
平
岩
七
之
介
親
吉
・
鳥
井
彦
右
衛
門
元
忠
ハ
新
城
隠
居
曲
輪
へ
む
か
ふ
て

是
を
責
、
城
中
に
ハ
宮
城
・
太
田
・
伊
達
等
下
知
し
て
爰
を
最
後
と
防
き
戦
て

大
手
か
ら
め
て
敵
御
方
討
死
手
負
数
を
し
ら
す
鳥
居
彦
右
衛
門
・
平
岩
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七

之

介

ハ

新

城

を

乗

取

ら

ん

と

宋

拝

を

振

て

し

き

り

に

押

詰

〳
〵
責

寄
セ
た
り
、
兵
し
の
き
た
ゝ
か
ふ
故
其
手
の
者
と
も
討
死
手
負
あ
ま
た
有

去

と

も

鳥

井

彦

右

衛

門

宋

拝

を

取

て

城

を

乗

越

城

の

塀

き

わ

へ

働

き

押

寄

猶 ナヲ

し

き

り

に

是

を

攻

け

れ

は

諸

軍

ハ

是

に

利

を

得

て

押

寄

猶

々

責

入

程

に

城

守

伊

達

与

兵

衛

降

参

を

請

て

呼

は

る れ

ハ

鳥

井

の

旗

を

立

る

よ

り

此

城

を

攻

る

こ

と

志

急

に

し

て

防

に

あ

た

わ
す
、
ね
か
わ
く
ハ
御
し
ん
ろ
う
分
に
城
を
渡
し
申
さ
ん
と
て
降
参
す
る
に
依
て

城
を
交
取
五
月
下
旬
に
海
野
弾
正
少
弼
其
城
に
入
也
、
去
程
に
秀
吉
公
ハ
所
々

の
た
ゝ
か
い
に
城
々
に
て
討
取
た
る
首
共
を
小
田
原
の
城
表
に
懸
な
ら
へ
さ
セ
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見
セ
給
へ
は
城
ハ
日
々
に
ぞ
よ
わ
り
け
り
、
其
後
家
康
公
の
責
口
本
城

篠

曲

輪

を

井

伊

兵

部

少

手

の

者

長

野

伝 （業
蔵 実）
・

近

藤

登
（

貞

之 用
介 ）
一

番

乗

し

て
責
破
ㇽ
方
々
の
持
口
こ
ら
へ
か
た
く
見
へ
け
れ
は
松
田
尾
張
逆
心
を
企
て

敵
兵
を
城
中
へ
引
入
ン

と
す
る
処
に
次
男
松
田
左
馬
之
介
再
三
許
容
す
る

と
い
へ
と
も
尾
張
用
ひ
さ
れ
ハ
左
馬
之
介
ハ
制
し
手
ひ
そ
か
に
陣
屋
を
忍

ひ
出
氏
真
へ
注
進
申
セ
ハ
大
き
ふ
お
と
ろ
き
、
尾
張
父
子
共
に
城
中
に
て

成
敗
也
、
凡
三
月
下
旬
よ
り
同
七
月
上
旬
迄
日
夜
セ
り
合
た
ゝ
か
へ
は
城
中

の
軍
兵
こ
と
〳
〵
く
つ
か
れ
は
て
皆
退
屈
し
て
は
見
へ
に
け
り
、
去
程
に

氏
直
ハ
せ
ん
か
た
な
く
や
思
ひ
け
ん
縁
有
事
を
幸
に
家
康
公
の
御
陣
所
へ
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案

内

を

な

し

、

父

氏

政
并

諸

卒

の

助

命

の

事

を

ひ

た

す

ら

頼

ま

れ

け

れ

ハ

家

康

公

難

黙

止

て

秀

吉

公

へ

具

に

申

給

へ

は

秀

吉

公

承

引

有
て
刻
七
月
八
日
に
城
を
明
て
は
出
ら
れ
、
兎
同
十
日
検
使
有
て
左
京
大
夫

氏
政
五
十
三

行

年

氏
照
五
十
一

行

年

兄
弟
共
に
切
腹
さ
セ
給
ふ
、
氏
直
・
氏
親
・
郷
・
左
衛
門
佐

兄
弟
四
人
命
を
助
、
高
野
山
に
山
入
仕
給
ふ
、
其
後
氏
真
丗
才
に
し
て
文
禄

壬
辰
十
一
月
四
日
大
坂
に
下
て
病
死
仕
給
ふ
也
、
北
条
五
代
に
し
て
断
絶
す
る
也

去
程
に
秀
吉
公
、
家
康
公
の
御
領
内
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
五
ヶ

国
に
か
へ
て
関
東
八
郡
を
家
康
公
へ
進
セ
ら
る
ゝ
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・

上
野
・
下
野
・
上
総
并

常
陸
両
州
の
内
少
入
故
に
八
州
と
宣
也
、
夫
ゟ
武
蔵
・
江
戸
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御
居
城
と
成
、
其
年
則
移
り
か
わ
ら
セ
給
ふ
故
に
御
譜
代
の
衆
大
身
小
身

大

か

た

不

残

御

供

す

る

御

譜

代

の

先

手

衆

替

ㇽ

内

覚

上
州
の
内

一

高

崎

五
万
石

井

伊

兵

部

少

輔

上
総
の
内

一

小
瀧
ノ
城

五
万
石

本

多

中

務

大

輔

上
州
の
内

一

館
林
城

五
万
石

榊

原

式

部

大

輔

下
総
の
内

一

岩
崎
城

四
万
石

鳥
井
彦
右
衛
門
尉

上
州
の
内

後

一

城

二
万
石

酒
井
左
右
衛
門
尉

武
州
の
内

初

一

岩
付
城

四
万
石

平
岩
七
之
介
主

計

ㇳ

後

号

相
州
の
内

一

小
田
原
城

二
万
石

大
久
保
七
郎
右
衛
門
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上
州
の
内

一

白
井
城

二
万
石

本

多

豊

後

守

上
州
の
内

一

佐
貫
城

内
藤
弥
次
右
衛
門

一

城
門
行

内

藤

三

左

衛

門

一

一
万
石

植

村

出

羽

守

一

一
万
石

三

宅

惣

右

衛

門

同

十

九

年
辛

卯

家

康

公

五

十

の

歳

、

秀

次
号
三
好
中
納
言

秀

吉

公

甥

大

将

と

し

て

奥

州

九

戸

郡

発

向

有

、

本

陳

ハ

家

康

公

御

出

馬

有

て

、

忍

手

次
ニ

御

旗

を

立

給
ふ
、
此
時
蒲
生
氏
郷
・
浅
野
長
政
・
堀
尾
吉
勝
・
井
伊
直
政
先
陣
也
、
九
戸

郡

修

理

亮

降

参

〆

奥

州

悉

ㇰ

治

り

て

御

馬

入

也
米
沢
を
加
賜
也

此
時
伊
達
政
宗
蒲
生
氏
郷
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去
程
に
秀
吉
公
猶
も
秀
次
公
に
ゆ
た
か
な
る
御
代
を
ゆ
づ
ら
セ
給
ひ
て
御
身

ハ
御
隠
居
に
て
太
閤
と
奉
申
、
是
ゟ
秀
次
を
当
関
白
と
申
也
、
其
年
の
暮

よ

り

当

殿

下

聚

楽

へ

移

ら

セ

給

ふ

也

文
禄
元
年
壬
辰

家
康
公
五
十
一
、
二
月
太
閤
高
麗
御
陣
也
、
家
康
公
一
万

五
千
余
騎
を
卒
〆
供
奉
あ
り
、
肥
州
名
護
屋
に
御
陣
を
取
給
ふ
也
、
此
時

秀
康
江
千
五
百
・
和
州
秀
後

人
一
万

・
前
田
利
家
八
千

・
蒲
生
氏
郷
千 ニ

・
佐
竹
義
宣

千 ニ

・
伊
達
政
宗

百
千
五

・
最
上
義
光
人 千

・
森
忠
政
千 ニ

・
丹
羽
長
重
百 八

・
木
下
長

百
千
五

凡
兵
士
十
万
余
陣
也
、
御
先
手
衆
ハ
小
西
摂
津
守
行
長
兵
七
千
・
加
藤
主
計
頭

清
政
其
勢
万 一

先
陣
〆
其
外
四
国
中
国
九
国
二
崎
の
大
名
小
名
等
凡
軍
兵
合
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指

三

万

余

鮮

朝

国

へ

押

渡

り

度

々

の

合

戦

勝

利

を

得

て

城

々

大

か

た

責

落

高

麗

大

形

和

を

調

ふ

同

二

年

癸

巳

季

冬

に

至

て

太

閤

御

帰

洛

あ

れ

は

家

康

公

も

御

帰

京

有

渡

海

軍

将

等

も

大

方

皆

帰

願

す

る

と

頭

清

正

・

行

長

ハ

釜

山

浦

と

い

ふ

所

に

滞

留

な

り

同

三

年

甲

午

家

康

公

御

歳

五

十

三

、

太

閤

伏

見

に

城

を

築

せ

給

へ

ハ

諸

候

諸

臣

も

又

是

に

あ

つ

ま

る

、

此

時

太

閤

の

命
ニ

依

て

高

麗

釜

山

浦

諸

城

を

守

る

将

達

の

外

な

ら

び

に

名

護

屋

に

残

る

諸

士

各

伏

見

に

帰

ㇼ

来

る

也
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同

四

乙

未

年

家

康

公

五

十

四

歳

の

御

時

、

殿

下

反

逆

の

讒

言

に

依

て

太

閤

ゟ

□

蔵

主

御

使

と

し

て

仰

合

さ

れ

た

き

事

有

、

早

々

伏

見

へ

入

せ

給

へ

と

て

た

は

か

り

出

し

そ

れ

ゟ

直 スク
ニ

高

野

山

へ

送

り

給

ひ

て

後

生

害

せ

さ

せ

給

ふ

也

此

時

一

柳

左

近

将

監

を

太

閤

ゟ

家

康

公

江

預

ヶ

さ

せ

給

ふ

也

慶

長

元

丙

申

年

家

康

公

御

歳

五

十

五

、

任

内

大

臣

に

給

ふ

也

、

是

よ

り

奉

称

内

府

公

と

同

二

丁

酉

年

家

康

公

御

歳

五

十

六

、

秀

吉

公

命

に

依
テ

今

度

諸

将

等

朝

鮮

国

へ

渡

海

、

清

正

・

行

長

先

陣

如

所

凡

軍
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勢

も

又

十

万

余

と

言

也

同

三

戊

戌

年

家

康

公

御

歳

五

十

七

、

太

閤

御

病

脳

大

切

に

成

ら

せ

給

へ

ハ

御

遺

言

と

し

て

家

康

公

に

も

三

年

在

伏

見

仕

給

い

其

後

ハ

年

中

に

一

度

ツ

ヽ

関

東

へ

御

下

向

有

て

御

休

息

あ

る

へ

し

、

当

七

歳

の

秀

頼

十

五

才

に

な

る

迄

ハ

天

下

の

後

見

を

ハ

家

康

公

に

預

置

也

、

其

外

の

諸

大

名

か

た

く

三

年

在

伏

見

た

る

へ

し

と

の

た

ま

い

置

て

太

閤

行

年

六

十

二

八
月
十
八
日
に
葸
死
セ
さ
勢
給
ふ
也
、
か
る
か
ゆ
へ
に

家
康
公
在
伏
見

を

な

し

た

ま

い

天

下

の

後

見

と

し

て

執

見

を

仕

給

へ

は

石

田
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を

初

テ

諸

臣

諸

大

名
ミ
ヤ
ウ

一

味

内

返

し

て

逆

意

を

企

家

康

公

大

坂

へ

渡

ら

せ

給

ふ

、

議

待

請

て

直

ニ

押

寄

討

取

奉

ら

ん

と

仕
け
る
処
を
藤
堂
佐
渡
守
高
虎
か
は
か
ら
い
ニ

て
我
亭
へ
招
請
〆
無
二
に

御

方

申

上

ㇽ

、

其

内

に

伏

見

に

在

合

御

譜

代

衆

井

伊

兵

部

を

先

と

し

て

取

物

も

取

あ

え

す

我

も

〳
〵
と

馳

付

色

め

き

け

れ

ば

就

え

奉

る

事

あ

た

わ

す

し

て

無

恙

登

城

有

て

伏

見

へ

帰

ら

せ

給

ふ

也

、

こ

の

年

高

麗

渡

海

の

諸

将

等

帰

朝

不

残

伏

見

に

於

テ

家

康

公

に

拝

謁

〆

各

帰

国

す

る

也

、

家

康

公

此

時

嶋

津

兵

庫

頭

義

弘

か

軍

功

有

を

感

し

給

い

所

領

四

万

石

を

加

へ

給

ひ

け

る

な

り
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同

四

巳

亥

年

家

康

公

御

歳

五

十

八

於

、

伏

見

石

田

治

部

少

輔

棟

梁

ニ

而

諸

臣

打

集

て

敵

御

方

あ

ら

は

れ

又

す

て

ふ

事

出

来

ら

ん

と

す

る

を

井

伊

兵

部

少

輔

聞

付

て

家

康

公

へ

参

子

細

申

上

ヶ

置

バ

早

速

向

嶋

太

閤

の

御

茶

屋

へ

御

移

ㇼ

有

て

塀

柵

を

付

さ

せ

兵

糧

を

取

込

け

れ

は

異

国

の

地

と

そ

見

へ

け

る

池
田
三
左
衛
門
・
羽
柴
越
中
守
・
藤
堂
和
泉
守
・
福
嶋
左
衛
門
大
夫
正
則
・

浅

野

左

京

大

夫

・

黒

田

甲

斐

守

・

京

極

宰

相

・

堀

尾

帯

刀

・

有

馬

中

務

等

を

始

と

し

て

各

出

仕

し

て

勤

番

す

る

、

其

上

関

東

ゟ

御

人

数

夜

に

日

を

続

て

馳

上

け

れ

ば

石

田

を

始

と

し

て
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皆

気

を

う

し

な

い

け

る

、

去

程

に

秀

頼

公

於

ハ

加

賀

大

納

言

御

供

し

て

大

坂

へ

移 ウツ

り

た

ま

へ

は

石

田

・

長

束

其

外

伏

見

の

城

を

家

康

公

に

渡

し

奉

り

大

坂

へ

下

向

仕

け

れ

ハ

事

故

な

く

其

年

も

暮

に

け

り
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慶

長

五

年
庚

子

家

康

公

五

十

九

の

御

歳

、

上

杉

景

勝

、

石

田

三

成

頼

む

子

細

の

有

に

ゟ

会

津

在

城

し

て

召

に

応

せ

す

、

是

に

依

て

御

進

罸

の

為

家

康

公

関

東

御

下

向

諸

国

の

大

名

小

名

同

時

に

打

立

馳

下

ㇽ

、

急
而

責
口
の
御
手
分
に
は
白
川
へ
ハ
家
康
公
み
つ
か
ら
御
馬
を
向
給
へ
し
、
仙

道
へ
ハ
佐
竹
義
宣
・
伊
達
政
宗
、
米
沢
口
へ
ハ
最
上
義
元
、
越
後
津
川
口

へ

ハ

前

田

利

家

等

と

評

定

有

て

家

康

公

六

月

十

六

日

大

坂

を

御

出

馬

に

て

七

月

二

日

江 戸
城 の

に

御

着

か

く

て

同

廿

三

日

小

山

ま

て

御

出

陣

秀

忠
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公

ハ

一

日

御

先

へ

打

立

セ

給

ひ

て

宇

津

宮

に

御

陣

を

取

ら

せ

給

ふ

也

去

程

に

上

方
ニ

お

ゐ

て

石

田

治

部

少

輔

三

成

、

此

二

年

の

間

家

康

公

権

威

を

う

ハ

ん

と

程

々

次

て

を

以
テ

ね

ら

ふ

と

い

へ

と

も

不

叶

処

に

急 ケイ
畧
リ
ヤ
ク

、

此

時

首

尾

幸

と

お

も

ひ

立

て

む

ほ

ん

を

起

し

太

閤

日

来 コロ

た

く

ハ

へ

置

セ

給

ふ

処

の

金

銀

を

取

出

し

秀

頼

公

の

命

と

し

て

急
而

と
堂
の
諸
大
名
は
い
ふ
ん
す
る
、
其
徒
の
人
々
ハ
筑
前
中
納
言
秀
秋
・

小
早
川
左
衛
門
・
備
前
中
納
言
秀
家
・
浮
田
八
郎
・
前
門
府
入
道
常
真
・

毛

利

右

馬

頭

輝

元

・

嶋

津

兵

庫

頭

義

弘

・

土

州

の

長

宗

我

部

・

大

谷

刑
部
少
輔
吉
継
・
長
束
大
蔵
大
夫
正
家
・
増
田
右
衛
門
長
盛
・
小
西
摂
津
守
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行
長
・
本
福
寺
の
住
侶
・
安
国
寺
丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
重
・
羽
柴
下
総

守

勝

雄

・

鍋

嶋

加

賀

之

守

真

茂

・

立

花

左

近

将

監

宗

茂

・

濃

州

に

ハ

岐

阜

中

納

言

秀

信
長
子
也

信
長
公
ノ

・

常

陸

国

佐

竹

次

郎

義

宣
右
京
大
夫

後
号

・

信

州

真

田

安

房

守

昌

幸

等

也

、

其

区

徒

大

坂

表
ニ

而

勢

を

揃

へ

先

伏

見

の

城

へ

押

寄

十

重

廿

重

に

取

登

て

い

き

を

も

つ

か

セ

す

責

、

城

中

の

大
将
鳥
井
彦
右
衛
門
・
内
藤
弥
次
右
衛
門
及
松
平
主
殿
頭
・
同
五
左
衛
門
等
勤
た
ゝ

か

い

是

を

防

く

、

去

頃

家

康

公

深

尾

清

十

郎

と

言

者

に

足

軽

二

百

人

預
さ
せ
給
ひ
て
是
を
も
伏
見
の
城
に
残
さ
セ
給
ふ
処
に
か
の
清
十
郎
か

足

軽

に

三

河

以

来

御

譜

代

の

筋

目

の

者

と

て

ハ

一

人

も

不

置

〆

新

参



103
参河記

の

寄

合

足

軽

成

け

れ

ハ

彼

組

の

足

軽

一

味

し

て

逆

心

の

徒

党

を

ひ

そ
か
に
松
の
丸
へ
引
入
、
城
ゟ
火
を
過
ヶ
一
時
に
焼
立
た
り
、
故
に
八
月
替

巳
の
刻
に
城
中
軍
兵
と
も
切
出
こ
と
〳
〵
く
討
死
す
る
、
鳥
井
彦
右
衛
門
ハ

生
残
り
た
る
手
の
十
四
五
人
左
右
と
し
て
二
ノ
大
門
を
押
開
き
敵
押
入
ハ

押
出
し
三
度
に
及
て
た
ゝ
か
へ
は
郎
等
不
残
討
死
す
る
、
彦
右
衛
門
ハ

長
刀
を
杖
に
つ
き
石
垣
の
上
に
腰
を
か
け
居
た
る
所
へ
紀
伊
国
の
住
人

雑

賀

孫

市

と

名

乗

ま

つ

さ

き

に

追

て

懸

寄

す

れ

ハ

鳥

井

彦

右

衛

門

是

に

あ

り

首

を

取

て

ほ

ま

れ

に

セ

よ

と

名

乗

所

へ

雑

賀

孫

市

走

懸

ㇼ

鑓

付

て

首

を

取

る

、

其

外

討

死

仕

た

る

大

将

分

の

首

を

ハ
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大

坂

へ

渡

し

京

橋

口

に

懸

た

り

、

其

よ

り

手

分

を

し

て

押

出

す

其

頃

大

津

の

城

に

は

京

極

宰

相

高

次

狭
守
号
若

有

、

龜

を

柳

川

侍

従

宗

茂

・

鍋

嶋

加

賀

守

直

茂

大

将

に

て

秀

頼

馬

廻

ㇼ

衆

を

以
テ

是

を
セ
む
十
日
余
ㇼ
持
こ
ら
へ
て
城
を
渡
し
て
の
く
、
伊
勢
口
へ
ハ
長
束

大

蔵

大

輔

正

家

大

将

と

し

て

数

万

余

騎

発

向

す

る

、

其

頃

安

野

津

の

城

に

は

冨

田

信

濃

守

有

て

を

中

国

の

勢

是

を

責

請

取

た

り

松

坂

の

在

城

古

田

兵

部

少

輔

も

の

か

れ

さ

る

、

其

外

忍

手

長

嶋

今

尾

の
城
に
も
押
を
置
、
海
上
ハ
九
鬼
大
隅
守
嘉
隆
、
是
を
か
こ
む
水
口
の

城
へ
は
長
束
伊
賀
守
、
亀
山
の
城
に
ハ
岡
本
下
野
守
、
神
戸
の
城
に
は
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羽
柴
下
総
守
を
と
ゝ
め
て
是
を
ま
も
ら
し
む
、
美
濃
口
へ
ハ
大
手
な
れ
ハ

大
将
む
か
わ
す
し
て
叶
し
と
三
成
大
将
に
て
徒
等
の
大
名
等
出
張
す
る

石
川
備
前
守
居
守
也

岐
阜
の
城
ニ
ハ
秀
信
居
也
、
犬
山
城
ニ
ハ

去

程

に

家

康

公

下

総

の

内

古

山

に

て

三

成

逆
心
を
聞
せ
給
ひ
て
大
き
に
驚
き
、
早
々
古
河
よ
り
御
舟
に
め
し
夜
を

日

に

継

て

急

き

江

戸

の

城

へ

帰

り

入

セ

給

ひ

て

各

召

寄

評

定

有

て

軍

の

御

手

分

有

て

、

先

上

杉

・

佐

竹

押

に

ハ

三

河

守

秀

康
少
将
也

号
結
城

・

宇

津

宮

城

主

蒲

生

飛

騨

守

秀

行

・

房

州

の

大

守

里

見

安

房

守

忠

義

を

置

セ

給

ひ

、

秀

忠

公
中
納
言
ㇳ

号

江

戸

に

ハ

信

州

へ

押

返

し

真

田

か

城

を

攻

落

し

夫

ゟ

直

濃

州

へ

出

合

セ

責

給

ふ

へ

し

と

被

仰

て

其

時

供

奉

の

人

々
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に
ハ
本
多
佐
渡
守
正
信
・
榊
原
式
部
大
輔
康
政
・
大
久
保
相
模
守
忠
隣
・
真
田

伊

豆

守

信

之

・

石

川

玄

蕃

等

を

初

と

し

て

都

合

御

勢

三

万

余

と

云

々

扨
亦
家
康
公
御
先
勢
ハ
江
府
ヲ
立

八
月
朔
日

福
嶋
左
衛
門
大
輔
・
池
田
三
左
衛
門
尉
・

中
村
式
部
少
輔
・
細
川
越
中
守
・
黒
田
甲
斐
守
・
藤
堂
佐
渡
守
・
山
内
対
馬
守
・

有
馬
玄
蕃
・
田
中
兵
部
少
輔
・
浅
野
紀
伊
守
・
加
藤
左
馬
之
介
等
也
、
去
程
に

加
賀
の
国
ニ

ハ
小
松
の
城
主
丹
羽
五
郎
左
衛
門
・
長
重
大
正
寺
の
城
主
山
口
玄
蕃
ハ

石
田
三
成
と
一
味
し
て
家
々
か
居
城
に
立
籠
ㇽ
、
同
国
金
沢
の
城
主
前
田

利

家

ハ

家

康

公

の

御

方

故

城

主

山

口

玄

蕃

元

大

正

寺

へ

押

寄

八

月

三
日
責
落
ㇲ
、
又
丹
羽
五
郎
左
衛
門
と
利
家
と
浅
井
縄
手
に
て
合
戦
有
て
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扱

に

な

り

し

と

也

、

去

程

に

八

月

廿

三

日
ニ

家

康

公

の

御

先

手

衆

木

曽

川

を

押

越

て

岐

阜

の

城

を

責

落

し

て

一

人

も

不

残

討

取

り

大

将

中
納
言
秀
信
を
生
捕
て
門
出
よ
し
と
い
さ
み
を
な
し
、
江
土
に
お
ゐ
て

得
勝
利
、
垂 タル
井
・
赤
坂
へ
押
出
す
、
家
康
公
ハ
九
月
朔
日
に
江
戸
を
立
セ

給

ひ

て

同

十

一

日

に

は

尾

州

清

洲
江

御

着

翌

日

岐

阜

の

城

へ

移

ら

セ

給

ふ

也

、

此

時

大

正

寺

の

城

番

に

浜

松

城

主

堀

尾

帯

刀

を

家

康

公

被

仰

付

給

ふ

付

相

談

の

儀

有

に

付

て

三

州

苅

屋

の

城

主

水

野

惣

衛

門

と

池

鯉

鮒
江

出

合

居

た

る

処

に

石

田

へ

心

を

寄

け

る

加

賀

井

弥

八

郎

来

て

家

康

公

へ

忠

節

仕

度

よ

し

偽

て

言

け

る

を

堀

尾

・

水

野

く

つ



108
参河記

ろ
き
け
れ
ハ
水
野
を
加
賀
井
切
殺
ㇲ
、
帯
刀
ぬ
か
ら
す
加
賀
井
を
ハ
切
当
ㇽ

水

野

・

堀

尾

を

討

来

ら

ハ

過

分

の

恩

賞

と

約

束

し

て

三

成

に

頼

ま

れ

乱

と

也

、

去

程

に

家

康

公

ゟ

信

州
江

向

ハ

セ

給

ふ

、

秀

忠

公

へ

飛

脚

到

来

し

て

櫛

の

歯

を

引

か

か

し

三

成

を

打

た

る

な

ら

は

自

余

の

敵

ハ

討

に
不
足
早
々
引
払
ひ
濃
州
表
へ
お
し
出
給
へ
し
と
云
々
、
故
に
秀
忠
公
ハ

真
田
に
三
日
御
陣
と
り
え
て
引
払
ひ
押
て
の
ほ
ら
セ
給
ふ
と
い
へ
と
も
三
成

押
寄
け
れ
ハ
関
ケ
原
終
に
也
、
か
く
て
家
康
公
九
月
十
四
日
大
垣
の
城
際
迄

御
旗
を
よ
セ
さ
セ
給
ふ
処
に
敵
方
物
見
を
出
し
た
り
、
中
村
式
部
少
輔
一
氏

手

よ

り

足

軽

を

か

け

物

見

武

者

を

打

立

少

々

せ

り

合

有

し

と

云

々
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明
れ
ハ
十
五
日
関
ヶ
原
へ
押
合
す
敵
ハ
大
軍
御
方
ハ
小
勢
な
れ
は
家
康
公

も
大
事
に
思
召
、
福
嶋
左
衛
門
大
夫
正
則
・
池
田
三
左
衛
門
尉
輝
政
・
中
村
式
部
少
輔

一
氏
・
加
藤
左
馬
之
介
嘉
明
・
浅
野
紀
伊
守
幸
長
先
手
大
将
五
頭
ハ
御
譜
代

の
侍
大
将
井
伊
兵
部
少
輔
・
本
多
中
務
大
輔
を
添
て
薩
摩
守
忠
吉
を
大
将

軍
と
し
て
打
む
か
ハ
セ
給
へ
は
石
田
ハ
数
万
騎
の
軍
勢
を
前
後
左
右
に
備
を

立
軍
門
の
旗
を
つ
よ
ふ
し
て
さ
い
は
い
取
て
す
て
に
合
戦
は
し
ま
つ
て

互

に

い

れ

合

天

地

を

ひ

た

か

し

責

戦

、

大

谷

刑

部

父

子

真

先

か

け

て

討
死
す
る
、
石
田
の
頼
き
り
た
る
郎
等
嶋
左
近
も
う
た
れ
け
れ
は
御
方

き

ほ

ひ

か

ゝ

つ

て

家

康

公

の

扇

子

の

御

馬

印

を

押

出

せ

は

筑

前
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中

納

言

う

ら

切

〆

石

田

に

向

て

弓

鉄

砲

射

打

か

く

れ

は

崩

立

て

は

敗

軍

す

る

、

三

成

是
ヲ

見

て

急
而

期

す

る

ハ

爰

な

る

は

家

康

公

に

て

お
は
す
る
ハ
討
捕
奉
れ
か
は
手
を
軍
門
に
さ
ら
さ
ん
事
ハ
武
門
の
ほ
ま

れ

に

有

ら

す

や

、
懸

れ

〳
〵
と

さ

い

は

ひ

を

振

て

乗

廻

し

下

知

す

れ

共

崩

立

た

る

大

軍

な

れ

は

次

第

〳
〵
に

敗

北

す

る

、
其

時

井

伊

兵

部

少

輔

直
政
ハ
備
を
崩
し
忠
吉
を
御
供
し
て
敵
の
真
中
へ
か
け
入
た
れ
は
惣
勢

一
度
に
大
声
を
あ
け
て
押
か
け
た
り
、
爰
に
嶋
津
か
徒
人
松
浦
三
兵
衛
と

名

乗

て

薩

摩

守

殿

に

打

て

か

ゝ

る

を

忠

吉

ひ

し

と

切

給

へ

は

松

浦

交

な

か

し

て

以
テ

開

て

忠

吉

の

弓

手

の

か

ハ

な

を

て

ら

と

切

ㇽ

さ

れ

と

も
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た
め
し
の
籠
手
な
れ
は
御
手
ハ
少
そ
あ
た
り
け
る
、
忠
吉
二
ノ
大
刀
に

家

康

公

よ

り

拝

領

の

大
（
お
お

左 さ
文 もん
字 じ）

を

以
テ

振

り

上

ヶ

て

お

か

み

打

に

松

浦

か

わ

た

か

み

つ

け

よ

り

け

さ

に

切

て

落

さ

せ

給

ひ

誠

に

御

働

た

ぐ

い

な

き リ

そ

見

へ

給

ふ

、

直

政

ハ

五

反

計

へ

た

た

り

戦

ひ

し

か

妻

手

の

腕

を

ふ

か

く

と

手

を

負

て

引

退

、

此

直

政

と

申

ハ

遠

州

の

住

人

に

藤

原

の

朝

臣

井

隼

太

か

末

葉
ニ

而

有

て

と

也

、

井

伊

万

千

代

と

て

家

康

公

御

取

立

の

者

、

当

時

ハ

薩

摩

守

殿

の

旧

男

に

な

し

給

也

去

程

に

忠

吉

ハ

馬

を

も

乗

放

し

歩

行

立

に

な

り

給

ふ

処

へ

直

政

家

臣

江

坂

と

言

も

の

か

け

よ

セ

我

乗

た

る

馬

に

乗

セ

奉

り

伊

吹
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山
迄
御
供
す
る
、
大
将
御
手
を
く
た
か
セ
給
ふ
故
諸
卒
こ
と
〳
〵
く
敵
を

追
か
け
〳
〵
打
取
た
り
、
去
程
に
徒
党
の
大
将
三
成
を
ハ
田
中
兵
部
少
輔
・
同

田

部

伝

左

衛

門

と

言

も

の

江

州

浅

井

郡

脇

坂

と

言

処

に

て

生

捕

し

を

家

康

公

仰

に

は

汝
ナ
ン
ジ

か

父

の

か

た

き

な

れ

は

と

て

鳥

井

彦

五

郎
土
佐
守

後

号

に
預
さ
セ
給
ふ
也
、
同
十
六
日
に
佐
和
山
へ
押
寄
さ
セ
給
ひ
石
田
隠
岐
守
・

同
杢
之
助
城
代
に
て
有
し
を
一
時
に
責
こ
ろ
さ
る
、
大
津
の
城
ニ

ハ
水
野

日

向

守

忠

勝

等

を

指

向

、

後

へ

は

折

節

秋

月

福

原

所

し

ば

し

さ
ゝ
へ
終
に
明
渡
し
た
り
、
そ
れ
ゟ
大
津
へ
つ
か
せ
給
へ
は
小
西
行
長

安
国
寺
を
か
ら
め
と
り
三
成
と
同
車
に
の
セ
洛
中
を
引
渡
ㇲ
、
見
物
の
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諸
人
市
の
は
し
叱
る
迄
ハ
及
シ
二

拾
万
騎
ニ
一

大
将
も
今
日
ハ
か
や
う
に
な
る

事

よ

知

れ

ぬ

ハ

人

の

行

末

と

皆

命

さ

ゝ

や

き

た

り

、

其

後

三

条

河

原

へ

引

出

し

七

月

朔

日

三

成

行

年

丗

八

、

其

外

不

残

律

セ

ら

れ

け

り

三

条

の

橋

詰

に

か

け

た

り

け

り

、

其

外

与

党

の

棟

梁

等

塚

田

非

弐

ハ

其

国

を

召

は

な

さ

れ

た

り

、

家

康

公

御

父

子

共
ニ

直

に

大

坂

へ

御

越

有

て

今

度

御

忠

節

有

衆

へ

御

国

割

有

中

に

も

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

ハ

度

々

の

忠

節

御

感

不

斜

由

、

石

田

か

居

城

佐

和

山

の

城

并

領

地

十

八

万

石

給

ㇽ

、

御

褒

美

の

衆

数

多

有

、

徒

党

の

諸

大

名

御

赦

免

の

衆

も

又

多

し

、

同

六

年

辛

丑

家

康

公

六

十

の

御

歳

、

二

条

堀
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川

の

城

御

普

請

有

て

、

次
ニ

江

州

彦

根

の

城

を

諸

国

の

人

数

に

て

つ

か

せ

井

伊

兵

部

少

輔

を

置

給

ふ

也

同

七

年
壬

寅

家

康

公

六

十

一

同

八

年
癸

卯

家

康

公

六

十

二

、
秀

頼

公

を

叙

内

大

臣

給

ひ

て

家

康

公

征

夷

大

将

軍

に

な

ら

セ

給

ふ

、
其

後

秀

頼

公

を

秀

忠

公

の

御

聟

に

な

し

給

ひ

御

輿

入

事

也

同

九

年
甲

辰

公

六

十

三

同

十

年
乙

巳

公

六

十

四

将

軍

を

ゆ

つ

ら

セ

給

ひ

て

公

ハ

そ

れ

ゟ

大

御

所

と

申

奉

ㇽ
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同

十

一

年
丙

午

公

六

十

五

、

武

陽

江

城

御

普

請

有

也

同

十

二

年
丁

未

公

六

十

六

、

駿

府

の

城

を

つ

か

セ

給

ふ

同

年

三

月

廿

八

日

薩

摩

守

忠

吉

逝

去

同

年

四

月

八

日

越

前

黄

門

秀

康

公

卒

ㇲ

同

十

三

年

戊

甲

公

六

十

七

同

十

四

年

巳

丙

公

六

十

八

、

秀

忠

公

命
ニ

依

て

尾

州

名

護

屋

の城

御

普

請

有

也

同

十

五

年

庚

戌

公

六

十

九
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同

十

六

年

辛

亥

公

七

十

の

御

歳

、

御

上

洛

有

て

於

京

都

秀

頼

公と

会

盟

、

同

四

月

二

日

関

東

御

下

向

同

十

七

年

壬

子

公

七

十

一

同
十
八
年
癸

丑

公
七
十
二

同
十
九
年
甲

寅

公
七
十
三
、
秀
頼
公
大
坂
に
お
ゐ
て
諸
牢
人
を
抱
給
ひ

十

万

の

軍

兵

を

あ

つ

め

む

ほ

ん

の

企

有

由

聞

召

依

之

大

御

所

ゟ

秀

頼
公
母
堂
在
江
戸
な
し
給
ふ
へ
し
、
さ
も
な
く
ハ
大
坂
を
さ
ら
セ
給
ひ
て

御

国

替

有

へ

し

と

宣

ひ

被

遣

候

へ

は

秀

頼

公

用

ひ

給

ハ

す

し

て
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城

を

か

こ

む

軍

兵

を

用

意

し

て

偏

に

籠

城

の

催

し

也

、

其

節

片

桐

市

正

諌

言

を

さ

ゝ

け

け

れ

と

も

取

あ

け

給

ハ

す

、

故

に

御

進

発
と
し
て
十
月
十
一
日
駿
府
を
御
出
馬
有
、
秀
忠
公
ハ
同
廿
二
日
江
府

よ
り
押
の
ほ
ら
セ
給
へ
ハ
坂
東
坂
西
五
畿
内
中
国
・
北
国
・
九
州
・
出
羽
・
奥
州

す

へ

て

日

本

国

中

の

大

名

諸

卒

打

出

け

れ

は

大

御

所

将

軍

数

万

の

大

軍

を

引

卒

〆

十

一

月

大

坂

へ

押

寄

給

ひ

家

康

公

ハ

住

吉

に

陣

を

か
ま
へ
さ
セ
給
へ
ハ
秀
忠
公
ハ
平
野
に
御
陣
を
取
、
夫
よ
り
岡
山
へ
押
寄

さ

セ

給

ふ

、

家

康

公

も

天

王

寺
江

押

寄

茶

旧

山

を

御

陣

城

に

な

し

給
ふ
、
去
程
に
諸
国
の
大
名
小
名
数
万
騎
の
者
と
も
の
城
中

通
路
を

ゟ
も
人
数
を
出
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摂

津

国

河

内

の

堤

を

切

は

な

ち

水

を

た

ゝ

へ

て

道

路

を

う

た

か

は

し
む
、
天
満
・
セ
ん
ば
・
野
田
嶋
・
幅
ヶ
城
ま
て
出
張
ㇲ
、
南
の
方
の
寄
手

越
前
少
将
忠
直
・
加
賀
少
将
利
常
・
井
伊
・
藤
堂
・
生
駒
・
蜂
須
賀
・
浅
野
・

鍋
嶋
・
山
内
・
石
川
等
也

酒
井
左
衛
門
尉
・
松
平
丹
後
守
・
牧
野
右
馬
允
・
京
極
・
堀
尾
・
真
田
・
上
杉
・

佐
竹
等
也
、
北
ハ
本
多
美
濃
守
父
子
・
松
平
武
蔵
守
・
同
左
衛
門
督
・

有
馬
・
福
嶋
・
等
押
詰
責
寄
ㇽ
、
舟
手
に
ハ
九
鬼
長
門
守
・
向
井
将
監
・

小
濱
・
千
賀
等
也
、
舟
を
で
ん
ぼ
に
浮
、
敵
の
舟
数
多
乗
捕
た
り
、
四
方
の

寄

手

等

責

行

多

抱

を

以

て

仕

寄

を

付

柵

を

ふ

り

筑

山

を

つ

き

セ

い
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ろ

う

を

あ

け

大

筒

を

打

石

火

矢

を

は

な

ち

か

け

け

れ

は

天

地

震

働
〆
塀
も
櫓
も
く
つ
る
ゝ
こ
と
く
也
、
去
程
に
十
一
月
十
五
日
ニ

ハ
蜂
須
賀

阿
波
守
一
手
を
以
テ

穢
多
ㇰ
取
出
を
乗
捕
、
同
廿
六
日
ニ

ハ
□ シ

貴
野
表
江

木
村
長
門
守
・
後
藤
又
兵
衛
馳
出
〆
、
佐
竹
と
合
戦
有
て
佐
竹
内
渋
江

内

膳

を

初

と

し

て

三

十

余

討

死

す

る

、

然

ㇽ

爰

に

堀

尾

山

城

乗

勝

六

手
に
し
て
鉄
砲
を
う
た
セ
け
れ
は
敵
城
内
へ
入
に
け
り
、
同
廿
九
日
に
ハ

石

川

主

殿

伯

楽

か

渕

に

て

取

合

有

て

石

川

人

数

討

れ

け

れ

と

も

取
出
ハ
無
難
と
り
に
け
り
、
極
月
三
日
の
夜
城
中
ゟ
大
野
道
犬
大
将
ニ

て

蜂

須

賀

手

へ

夜

討

を

な

す

、

利

な

く

〆

数

十

人

う 討

た

れ

引

入

け

り
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蜂

須

賀

内

中

村

右

近

を

初

少

々

討

れ

け

り

、

稲

田

九

郎

兵

衛

と

言

者

鑓

を

合

セ

て

敵

の

首

を

取

、

其

夜

敵

引

け

る

道

に

城

の

又

八

と

書

た

る

木

札

い

く

つ

も

あ

り

け

る

に

そ

夜

討

先

手

此

者

也

と

知

れ

け

る

、

同

四

日

に

は

井

伊

掃

部

と

越

前

宰

相

両

人

の

先

手

の

者

共

不

意

押

詰

塀

柵

を

打

破

ㇼ

既

に

乗

と

ら

む

と

も

み

合

け

る

内

に

上

意

有

て

引

挙

た

り

、

此

時

松

平

出

羽

守

十

五

才

に

て

塀

に

忌

宰

相

ニ

而

田

口

源

左

衛

門

と

言

者

手

を

負

な

か

ら

敵

の

鑓

を

ね

ち

取

ㇴ

、

井

伊

先

手

木

俣

右

京

を

鑓

を

合

て

手

負

け

り

、

其

外

手

負

死

人

数

を

知

ら

す

、

城

中

に

も

七
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手
の
大
将
長
曽
我
部
入
道
・
真
田
左
衛
門
佐
・
大
野
主
馬
・
同
ㇰ
道
犬
・

木

村

豊

前

・

後

藤

又

兵

衛

・

明

石

掃

部

等

を

爰

か

し

こ

に

馳

向

て

防

戦

儀

に

此

城

ハ

和

胡

無

双

の

要

害

討

必 ヒツ

死

の

士

と

も

数

万

た

て

籠

ㇼ

迚

も

死

す

る

命

な

り

と

身

を

捨

て

戦
タ
ヽ
カ

へ

ハ

力

責

に

し

て

ハ

落

へ

し

と

も

見

へ

す

し

け

る

所

に

長

門

守

を

先

と

し

て

一

万

五

千

余

騎

紀

州

へ

超

泉

州

岸 キシ

の

和

田

江

働

に

付

て

紀

伊

の

国

主

浅

野

但

馬

守

数

千

騎

に

て

馳

合

か

し

の

へ

に

て

合

戦

を

と

け

但

馬

守

大

き

に

勝

利

を

得

て

大

坂

勢

を

十

二

三

町

付

て

主

馬

か

先

手

の

伴勇士

団

右

衛

門

を

ハ

但

馬

守
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内

上

田

主

水

討

取

是

を

初

と

し

て

雑

兵

三

百

余

人

の

首

を

取

、

大

坂

勢

大

和

口

へ

も

出

張

〆

所

々

放

火

し

て

焼

働

ㇼ

去

程

に

大

御

所

四

月

四

日

駿

河

を

御

出

陣

と

て

同

十

八

日

京

都

着

セ

給

へ

ハ

将

軍

ハ

同

月

十

日

に

江

府

を

御

出

馬

有

て

同

廿

一

日

に

者

伏

見

付
江

ツ
カ

せ

為

ふ

也

軍
讒
□
古
田
□
於
東
寺
門

付
此
節
古
田
雄
部
逆
意
露
顕

か

く

て

大

御

所

将

軍

京

都

伏

見

ゟ

五

月

五

日

御

出

馬

有

て

星

田

飯

盛

に

御

陣

取

有

御

先

手

に

者

藤

堂

和

泉

守

・

井

伊

掃

部

平

野

口

へ
押
向
ふ
、
敵
方
に
ハ
木
村
長
門
守
・
長
宗
我
部
入
道
を
初
と
し
て
七

手

組

の

諸

将

等

平

野

口

へ

押

出

す

、

同

六

日

木

村

長

門

守

先

陣
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に

て

平

野

口

へ

押

通

八

尾

の

堤

を

未

明

に

押

て

若

江

の

江

へ

出

張

ㇲ

、

其

時

井

伊

掃

部

頭

直

孝

さ

い

は

い

を

取

、

押

懸

た

り

山

口

左

馬

介

・

佐

久

間

蔵

人

と

名

乗

テ

一

陣

に

進

し

を

直

孝

家

臣

八

田

と

言

者

山

口

か

首

を

取

、

佐

久

間

を

ハ

佐

々

木

舎

人

首

を

揚

ㇽ

、

是

を

軍

の

初

と

し

て

打

合

セ

も

み

合

ㇲ

内

に

其

手

ノ

惣

大

将

木

村

長

門

守

首

を

ハ

直

孝

家

臣

安

藤

長

三

郎

討

捕

り

け

れ

は

な

し

か

ハ

諸
も
ろ
て

卒

こ

ら

ゆ

へ

き

城

中

着

テ

迎

入

た

り

、

二

の

手

に

長

宗

我

部

押

出

す

処

を

藤

堂

和

泉

守

押

向

ひ

八

尾

の

堤

に

お

ゐ

て

付

ッ

う

た

れ

つ

天

地

を

ひ

ゞ
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か

し

責

戦

ㇷ

、

藤

堂

家

台

藤

堂

新

七

・

同

仁

右

衛

門

・

同

玄 ゲン
蕃 バ

を

初

と

し

て

究

竟

の

兵

共

数

多

討

れ

た

れ

と

も

少

も

き

ゝ

せ

す

手

負

を

乗

越

し

な

め

き

さ

け

ん

て

戦

た

り

、

掃

部

頭

直

孝

ハ

馳

散

た

る

手

勢

を

あ

つ

め

長

宗

我

部

に

向

ひ

て

旗

を

す

ゝ

め

て

押

向

又

藤

堂

家

臣

渡

邉

ハ

は

る

か

の

後

陣

に

ひ

か

へ

し

か

無

二

無

三

に

横

合

に

突

入

け

れ

は

敵

足

も

た

ま

ら

す

崩

立

て

敗

軍

す

る

、

和

泉

守

手

の

者

追

懸

ヶ

〳
〵
数

多
の
首
伋
を
得
ㇽ
、
長
曽
我
部
か
ら
き
命
た
す
か
り
て
城
の
内
へ
引
取

た
り
、
大
和
口
ハ
本
多
美
濃
守
父
子
・
水
野
日
向
守
・
松
平
下
総
守
・
伊
達
政
宗
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大
将
に
ハ
越
前
少
将
忠
輝
、
道
明
寺
口
へ
押
寄
れ
は
敵
ハ
後
藤
又
衛
門
・

大
野
主
馬
・
真
田
左
衛
門
佐
大
将
ㇳ
し
て
押
出
ㇲ
、
味
方
に
ハ
水
野
日
向
守
・
松
平

下

総

守

両

手

を

以
テ

押

崩

ㇱ

悉

討

程

に

後

藤

又

衛

門

な

か

れ

矢

に

当
テ

死
に
け
り
、
同
七
日
ニ

ハ
大
御
所
将
軍
星
田
飯
盛
ニ

早
天
に
御
旗
を
寄
セ

た
も
ふ
敵
方
に
ハ
大
野
主
馬
・
同
道
犬
・
木
村
豊
前
・
明
石
掃
部
・
真
田
左
衛
門
佐

也
、
大
将
五
人
越
前
少
将
法
名
一
白
ㇳ

後
号
越
前
宰
相

・
加
賀
少
将
号
小
松
中
納
言
ㇳ

松

平

肥

前

守

・
本
多
出
雲
守
・

酒
井
左
衛
門
尉
・
榊
原
遠
江
守
・
和
田
豊
前
守
其
外
諸
将
押
向
、
其
時
越
前
少

将

忠

直

宋

拝

を

取

て

乗

出

し

給

へ

ハ

舎

弟

松

平

伊

与

守

忠

昌
宰
相
ㇳ

後
号
越
前

・

同

出

羽

守
少
将
ㇳ

号
□
□

を

初

と

し

て

其

手

の

軍

勢

押

懸

ㇾ

ハ

諸

軍

続

て
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馳
合
セ
敵
味
方
入
乱
切
先
よ
り
火
を
散
し
き
お
ひ
か
ゝ
つ
て
押
崩
し
悉
ㇰ

討
取
た
り
、
大
将
真
田
左
衛
門
佐
を
ハ
越
前
少
将
手
に
て
西
尾
仁
左
衛
門
と
言
も
の

討
捕
、
御
宿
勘
兵
衛
を
ハ
野
本
右
近
討
取
、
其
外
数
百
首
を
取
ㇽ
、
扨
又
味
方
ニ

ハ

本
多
出
雲
守
・
小
笠
原
兵
部
大
夫
秀
政
・
同
信
濃
守
忠
脩
、
次
ニ

御
旗
本
ニ

て

安
藤
次
右
衛
門
・
同
彦
四
郎
・
石
川
内
記
等
討
死
す
る
也
、
去
程
に
口
々
の
寄

手

い

ま

た

責

合

セ

さ

る

先

に

城

中

ゟ

火

出

て

殿

中

に

も

尽

つ

き

一

宇

も

残

ら

す

焼

払

、

□ 煙
硝 消

蔵

に

火

移

り

天

地

も

同

時

に

崩

る

ゝ

か

と

お

ひ

た

ゝ

し

う

ち

の

こ

さ

れ

た

る

大

勢

是

に

お

と

ろ

き

城

中

へ

か
け
入
む
と
し
け
れ
と
も
内
ゟ
木
戸
を
と
ち
て
入
去
ㇾ

ハ
散
々
に
落
行
を
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あ
な
た
こ
な
た
へ
押
詰
追
か
け
、
或
ハ
生
捕
首
を
取
、
秀
頼
公
ハ
焼
残

り

た

る

矢

倉

へ

籠

ら

セ

給

ふ

、

爰

に

為

使

井

伊

掃

部

行

向

秀

頼

生

年

廿

四

、

母

堂
并

大

蔵

江

大

野

修

理

亮

介

錯

申

、

矢

倉

に

火

を

懸

ヶ

焼

立

て

修

理

亮

を

初

と

し

て

満
（
真
）

野

蔵

人

・

速

見

甲

斐

守

・

森

豊

前

守

・

竹

栄

友

宋

長

老

等

を

初

と

し

て

自

害

し

て

御

供

す

る

秀

頼

公

御

台

の

御

事

ハ

御

命

あ

や

う

く

見

へ

け

る

を

な

ん

な

く

出
給
へ
ハ
両
御
所
御
悦
か
き
り
な
し
、
其
日
に
大
御
所
京
都
へ
帰
ㇼ
入
セ

給
へ
ハ
秀
忠
公
同
九
日
に
大
坂
を
押
は
ら
ひ
伏
見
へ
帰
ら
セ
給
ふ
、
去

程

に

今

度

捨

大

坂

に

七

人

の

大

将

の

内

長

曽

我

部

入

道

を

蜂

須

賀

内
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長
坂
三
郎
左
衛
門
と
言
者
八
幡
き
ん
や
の
里
に
て
搦
捕
来
ㇽ
を
二
条
の
駒

寄
に
い
ま
し
め
さ
ら
し
て
後
、
頭
を
は
ね
て
け
り
、
大
野
道
犬
ハ
大
仏

に
て
か
ら
め
取
、
堺
を
わ
た
し
刻
堺
の
入
口
に
は
り
つ
け
に
か
ゝ
る
、
蒔
田

隼
人
ハ
水
野
日
向
守
内
河
村
新
八
討
取
、
明
石
掃
部
ハ
本
多
出
羽
守
内

汀
三
右
衛
門
と
言
者
討
捕
と
云
々
、
其
外
大
野
主
馬
・
仙
石
宗
也
等
ハ
行
方

知

れ

す

、

其

後

秀

頼

公

の

御

子

也

と

て

八

歳

に

な

る

童

子

を

さ

か

し

出
し
、
三
条
河
原
に
て
被
誅
け
り
、
此
度
の
戦
忠
の
諸
大
名
へ
御
加
増
或
ハ

御
感
状
下
さ
れ
て
皆
々
国
々
へ
そ
被
帰
け
り
、
ゆ
た
か
な
る
御
代
と
な
る

事

今

よ

り

万

々

歳

と

め

て

た

し

〳
〵
と

そ

申

け

る

、

八

月

大

御

所

京
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都

を

御

出

馬

有

て

駿

府

へ

御

帰

陣

な

る

、

其

年 トシ

十

月

に

ハ

御

鷹

野

と

し

て

家

康

公

江

府

へ

御

下

り

被

遊

候

、

極

月

に

至

御

帰

ㇼ

な

り

元

和

二

丙

辰

正

月

廿

二

日

大

御

所

田

中
江

御

鷹

狩
ニ

御

出

て

俄

に

御

違

例

の

御

心

持

と

て

御

帰

り

被

成

将

軍

を

初

奉

り

御

公

達

御

薬

を

進

さ

セ

給

と

い

へ

と

も

大

御

所

の

命

に

同

人

間

の

ま

よ

ひ

目

前

な

り

、

家

す

て

に

七

旬

に

あ

ま

り

定

葉

か

き

り

有

と

て

御

薬

一

貼

も

用

ひ

さ

セ

給

す

と

云

々

、

去

程

に

勅

使

下

て

従

一

位

大

政

大

臣

に

御

昇

進

、

其

時

御

祝

儀

の

配

か

へ

の

衆

井

伊

掃

部

頭

と

酒

井

下

総

守

と

細

川

越

中

守

忠
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奥

又

鳥

井

隠

岐

守

忠

頼

等

也

、

夫

ゟ

大

相

国

と

申

奉

る

将

軍
江

御

遺

言

に

ハ

家

死

後

来

年

日

光

へ

大

権

現

と

あ

か

む

へ

し

当

家

末

代

の

守

護

神

な

る

へ

し

と

仰

せ

置

セ

給

ひ

て

行

年

七

十

五

歳

に

て

四

月

十

七

日

午

ノ

刻

に

薨

去

な

ら

セ

給

也

御

自

せ

ひ

わ

か

れ

行

道

と

ハ

か

ね

て

し

り

な

か

ら

こ

そ

の

桜

の

か

セ

を

ま

ち

つ

ゝ

う

れ

し

や

と

ふ

た

ゝ

ひ

さ

め

て

一

ね

む

り

う

き

よ

の

夢

ハ

あ

か

つ

き

の

空
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さ

き

た

つ

も

あ

と

に

の

こ

る

も

同

し

道

つ

れ

ぬ

は

か

り

か

わ

か

れ

な

り

け

り

此

歌

を

御

口

す

さ

み

給

ひ

し

と

な

ん

御

遺

言

に

ま

か

セ

給

ひ

て

久

野

山

へ

土

像

に

し

て

東

照

大

権

現

と

奉

祢

と

也

、

榊

原

内

記

ハ

御

家

伝

の

者

な

れ

ハ

神

主

た

る

へ

し

と

是

も

御

遺

言

に

依

て

神

織

に

な

し

給

ひ

し

也

同

三

年

丁

巳

将

軍

御

参

宮

有

け

れ

ハ

宰

相

中

将

其

外

御

一

門

を

初

奉

り

諸

国

の

大

名

に

名

高

家

の

面

々

奉

伝

し

て

庭

上

庭

下

に

列

を

な

す

日

光

山

奉

納

東

照

大

権

現

宮

と

奉

祢

そ
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あ

り

か

た

か

り

し

御

倌

也

、

本

地

薬

師

と

な

ん

申

奉

る

御

法

名

奉

稱

安

国

院

殿

大

相

国

贈

正

一

位

徝

蓮

社

宗

誉

道

和

大

居

士

ㇳ


